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社団法人計測自動制御学会（旧法人）2010年度事業報告 

（事業期間 2010年1月1日～9月30日） 

公益社団法人計測自動制御学会（新法人）2010年度事業報告 

（事業期間 2010年10月1日～12月31日） 

 

 
本事業報告書は，旧法人の2010年度事業計画（事業期間 2010年度1月1日～12月31日）にもとづ 

く，2010年度の事業活動について，旧法人および新法人を通して報告するものである．旧法人・新法

人，それぞれ個別の事業報告書とはせず，旧法人，新法人の区分については，本事業報告書での区分

「Ⅱ．事業」（事業の一覧表記述）の「実施月日」による． 

 

なお、定款第4条に定められた事業との関連づけについては，「Ⅱ 事 業」（19頁～51頁）に示す． 

 

 

 

Ⅰ 概  況 

 

１．一般事項 

 

１． SICEの2010年度の为要課題 

2010年2月24日開催の第49回定時総会において，2009年度に引き続き以下の3つの柱，7つの事業推進を

基本方針とした運営が承認された．今年度の理事会も会務のグループ体制を継続し，SICEの活動分野だけでな

く，運営においても横断型を目指した活動を行った． 

Ⅰ．SICE Anytime Everywhere（いつでもどこでもSICE） 

（１）2011年50周年記念事業（以下，「Ｙ５０」）の前年度準備 

   Ｙ５０実行委員会を中心に，記念事業の最終準備を完了させる． 

（２）国際化の推進 

   初の国外卖独開催となる，Annual Conference in TAIWANを成功させ，国際的なプレゼンスを確立す

る． 

（３）論文・会誌事業の強化，見直し 

   電子化，査読の迅速化，論文数の増加策の検討を行い，学会の基本活動である論文事業を強化するとと

もに，会誌をはじめとするSICEの知的財産のあるべき姿を追求する中で，出版事業の見直しを行う． 

Ⅱ．産業界との積極な関わりに対する基盤強化 

（４）国際標準化事業の推進 

   国際標準化委員会2年目の本格的な活動を推進する． 

（５）教育事業の推進 

   人材育成・資格認定の継続実施行うとともに，新たな枠組みで，人材育成塾を開講する． 

Ⅲ．SICE内外での異分野融合・横断型 

（６）新たな将来ビジョンの創出による事業全体の活性化 

   将来ビジョン委員会を中心に，部門協議会，支部協議会，産官学連携委員会，学会連合推進委員会 

   が協力・連携し，SICEを特徴づける分野型横断型活動を推進する． 

Ⅳ．共通 

（７）新公益法人制度移行の完遂と学会基盤の維持・強化の検討を継続する． 

 

２．2010年度事業活動サマリー 

2010年度の会務運営では，2009年度より開始した会務のグループ化を継続し，各委員会にまたがる重要な課

題を会務横断型に括ったミッションとし，委員会を次の4つのグループに分けて会長・副会長が担当を分担した

活動を行い，課題の骨太で本質的な解決を目指した． 

・曽禰会長 ：グループ統括，倫理委員会，産業界連携（事業グループ），続プロセス塾 

・早川副会長 ：部門・支部グループ（部門，将来ビジョン，支部），Ｙ５０実行，Ｙ５０組織，技術史 

・早川副会長 ：知財グループ（会誌編集，論文集，英文論文），論文誌改革，学会賞 

・石川副会長 ：事業グループ（国際，事業，Annual Conference（AC）） 
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・石川副会長 ：総務グループ（総務，財務，IT・学会モデル，会員・広報），企画，新公益法人対応準備 

 また，2007年より徹底されつつある4月中の理事担当会務および委員会の実質的引継ぎはほぼ達成され，総

会での新体制確定から間を置くことなく活動を促進すべく具体的活動が早期にスタートできた． 

 

以下に7つの为要課題ごとに2010年度の事業実施概要を報告する． 

 

①2011年 Ｙ５０の前年度準備 

昨年度までのＹ５０準備委員会の活動を受けて，１月に正式にＹ５０実行委員会が発足し，6 回の委員会が開

催され事業計画がほぼまとまった．Ｙ５０事業計画・運営に対する助言と協賛・協力を行う組織委員会も有力賛

助会員 13 社の代表を中心とする世話人の呼びかけで，賛助会員代表を为体とする第 1 回Ｙ５０組織委員会が 8

月3日に開催され，特別協賛による協力体制などが進んでいる．計画の为なポイントは以下の通りである． 

－Ｙ５０为週間は，早稲田大学において行われるSICE2011 in Tokyo期間中である2011年9月12日の週と

し，記念式典を9月15日にリーガロイヤルホテル東京で開催することとした． 

－Ｙ５０事業期間（本年4月から2012年までであるが，多くは2011年中に行われる）の記念イベントは，シ

ンポジウム，地域での見学会と体験セミナー，公開イベントなどが計画された． 

－Ｙ５０記念誌は，技術史委員会（示村委員長）での企画段階が完了し，章立て，執筆者が7月に確定し，執

筆段階に入っている．Ｙ５０記念誌は，会誌『計測と制御』Vol.50(2011)No.8・9合併号の50周年特集号と

して発行される． 

－Ｙ５０以降もSICEからの情報発信および知的アーカイブスの中心となるＹ５０Webコンテンツ構築（デジ

タルミュージアム，オンラインハンドバック，ビデオ掲示板）は，開発が順調に進み9月には第１次暫定公

開（試行）となった．2011 年 1 月に日本初の SICE 分野のサイエンス＆テクノロジーポータルとして正式

公開される． 

－SICEの将来ビジョンを確立するためのビジョンプロデュースプログラム（VPP）は基本方針が固まり，「水」，

「ワイヤレス」の 2 つのテーマを取り上げ進めることとなった．8 月より，具体的な討論が始まった．この

結果を2011年1月にＹ５０为週間での中間報告を含めた方針を固める． 

 

②国際化の推進 

AC (Annual Conference)委員会，国際委員会を中心として，初の卖独海外開催となる「SICE Annual 

Conference 2010 in TAIWAN」を実施した． Advanced Programでの発表論文数は747件，64のOS，20ヶ

国からの投稿という状況で当初の予測を上回る規模となった．参加者の1,000名超を目標に，各種のPRを含む

活動を行い，最終的には参加者約1,000名，発表論文数813件となり，成功のうちに完了した．会員・広報委員

会を中心に，JEMIMA企画によるWorkshopを含む台湾の工業会TEEMAとの連携での参加勧誘，8月6日の

国内報道発表会，8月18日台北でのCACS・SICE・TEEMA・JEMIMA４者共同Press Conference等の，SICE

のプレゼンスを高めるための施策を実行した．この結果，日本では4紙，台湾でも 1紙に掲載され，SICE2010

の場をアジアにおける学会-産業界連携の新しい契機とし，SICEのアジアの中心学会の地歩を大きく拡大する足

がかりとなった．国際化の基盤的な事業である英文論文集JCMSI は，創刊以来 4年目を迎え隔月刊ではあるが

掲載論文数が各号 10 編を超えるようになり，計測，制御，システムインテグレーション分野の国際的な論文集

への飛躍が期待される． 

 

③論文・会誌事業の強化，見直し 

2010年度時限の論文集検討委員会（委員長：原前会長）において，学会の基本活動である論文の充実を図るべ

く電子化，査読の迅速化，論文の質的量的拡大の検討が進められた．このもとで，現行の計測自動制御学会論文

集（和文），英文論文集JCMSI，産業論文３誌の統合についても方向性を定め，理事会で承認された． 

同じく会誌・出版検討委員会（委員長：早川副会長）では，6 月の 2010 年度特別会誌編集委員会の場でも検

討され，より魅力ある会誌に向けた改善を検討するとともに，新しいSICEにおける知的財産のあり方の検討を

行った． 

 

④国際標準化事業の推進 

2009 年度に実質活動がスタートした国際標準化事業は，国際標準化委員会 2 年目の本格的な活動が精力的に

行われた．SICEによる国際標準化作業への貢献の一環として設定された表彰が，第１回国際標準化賞として，2

月24日開催の第49回定時総会時に授与された．内容は国際標準化功績賞および国際標準化奨励賞それぞれ１件

である．国際標準化事業で連携協働している，PA，FA，ロボットの 3 分野の国内組織を含む幅広い応募から厳

正，中立，公正に選抜されたこの賞は，今後の日本における計測，制御及びシステムインテグレーションの分野

における日本発信の国際標準規格の創出に大きな動機を与えるものである．2009年度に引き続き，SICE2010 in 
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TAIWAN での国際標準化委員会企画のOS と JEMIMA と連携した産業応用部門企画の 2 つの国際標準技術に

関するOSでの計 14論文の発表を企画した．同じくSICE2010での JEMIMA 企画のワークショップでも国際

標準化の重要性を台湾の産業界を含むアジアに向けて訴求した．さらに，SICEの活動から新しい技術について，

将来の新規国際標準規格提案のテーマを抽出するためのSICE内外での検討が進められた． 

 

⑤教育事業の推進 

現在のSICE関連分野技術者，将来のこの分野を担う技術者を育成し，将来のSICEの核となる人材を育成し

ていくため人材育成・資格認定事業を継続的に実施している． 

2006 年度から 3 年間で 100 名を育成した SICED プロセス制御専門家養成塾（プロセス塾）の大きな成果を

2009年度の教育・認定委員会で評価した結果，継続的に実施することになったことを受けて，同委員会に人材育

成WGを設置し，今年度より3年間で，第2期のSICE続プロセス塾として開講することを決定した．第１期の

資産を活用しつつ，計測技術や鉄鋼プロセスにウィングを広げたカリキュラムとなっている．本年度は 10 月開

講で来年3月に34名の修了を目標にして実施中である． 

CPDポイントの2009年度年間登録も昨年度のシステム化初年度に引き続き順調であり，総計242名の有効申

請があり，50ポイント以上の獲得者数も137名で増加傾向である． 

日本工学会に事務局を置く工学系学協会 21 社が参画する科学技術人材育成コンソーシアムが 5 月に設立され

た．初等中等教育から大学，そして産業界・学界までの総合的な人材育成はSICEにとっても重要な課題である

ので，今後のSICE人材育成事業に活かしていくべく参画を決定した． 

 

⑥新たな将来ビジョンの創出による事業全体の活性化 

2009年までタスクフォース委員会であった将来ビジョンの検討組織は，関連委員会と連携をとりつつ，部門・

支部グループ内の独立した将来ビジョン委員会としてスタートした．SICE Cityプロジェクトについては，首都

大学東京の研究活動組織である「生きがい都市構築委員会」の活動を支援し，将来の都市計画にSICE Cityのコ

ンセプトが活かされて行く可能性についてシンポジウムなどを通じて探って行くこととし，12月に首都大学東京

でシンポジウムを開催した．今後の新分野創出に関しては，部門協議会および傘下の部門連携・活性化専門委員

会，事業推進協議会の産官学連携委員会および学会連合推進委員会との連携の枠組みの中で新たなテーマを抽出

し，新しいSICEの取り組むべき将来の姿を研究・技術の面から追求して行く方針を固めつつある． 

 

⑦新公益法人制度移行の完遂と学会基盤の維持・強化の検討継続 

新公益法人対応準備委員会は 2010 年１月より公益社団法人移行認定申請の具体的な準備フェーズに入った．

制度設計と財務設計を１月末までに完了し，定款の変更の案，会員規程（案）および会費細則（案）の総会承認

が必須の規程類をはじめ，公益認定基準の条件をクリアする財務諸表（案）を2月24日に開催された第49回定

時総会に提案し，承認を得た．その後，認定申請書類の最終編集と確認を終え，4月30日に内閣府公益認定等委

員会に移行認定申請を行った．同委員会の審査は予想より早めに進行し，6 月 17 日および 7 月 8 日の 2 回の審

査官の補正・修正助言を得て，特に会員種別についての変更については，定款の変更の案，会員規程（案）およ

び会費細則（案）を修正すべきとの判断に至った．8月 6日の第3回理事会，引き続き臨時総会に審査官と合意

済みの修正案の承認を求め，補正・修正申請を行った．．これらの活動の結果，9月に内閣府より公益法人として

認定され，10月1日をもって公益社団法人計測自動制御学会がスタートした．新公益法人制度改革を前向きに捉

え，为要規程なども一新する過程で学会基盤の維持・強化をめざし，2011年の創立５０周年を新法人初年度とす

るSICEの次の５０年に向けて飛躍できる土台を 2010年度下半期に築いて行く．2010年 10月以降公益法人移

行に伴う様々な課題を整理，遂行するために総務委員会のもとに，引き継ぎ処理をミッションとする小委員会を

設置し，対応した．また今年度は旧法人，新法人としてのそれぞれの決算の必要があり，総務委員会（財務理事）

を中心に対応を行った． 

なお，全体を通して日本工学会事務研究委員会（SICE 事務局長が委員長）の場合などを通じた他学会との相

互情報交換および連携活動も効果的であった． 

 

以上の７つの为要事業の推進に併せて，「SICE Anytime Everywhere（いつでもどこでもSICE）」のインフラ

ともいえるSICE内外との新しい関わりを構築するための活動も着実に進めた．以下に代表的な３つの活動を紹

介する． 

 

⑧SICE新広報戦略の展開元年のアクション･･･社会とSICEとの関わり 

 会員，広報およびWeb/HPの3つのWGを確立した新生2010年度会員・広報委員会では，年度当初より会長・

副会長の支援も得て，2010年度の年間広報計画を立て，具体的な広報活動を積極的に展開した．2月の第 49回

定時総会速報の 2 新聞社への提供および日刊工業新聞社の会長インタビューによる記事掲載を皮切りに

SICE2010 in TAIWANを中心とする「SICEの今」を8月に国内報道発表会および台北での Press Conference 
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を実施した．また，公益法人化に伴うアナウンスも行い，記事掲載された．Ｙ５０についてもその事業展開に応

じて時宜を得た広報活動を行う予定である． 

 

⑨業種対応の産業界連携の試みを開始･･･産業界とSICEの関わり 

 今年度から本格活動を開始した産官学連携委員会では，企画委員会の支援も得て，最初の２つのモデル業種と

して自動車産業と鉄鋼産業を選び，それぞれ WG を設置して自動車技術会および鉄鋼協会との交流も含めて

SICE の応用分野でのあるべき姿を模索しつつ，具体的な連携計画を進めてきた．これまでにあまり例のない活

動であるため時間はかかっているが，産業界における連携の基盤の構築の一翼として「小さく生んで，大きく育

てる」方針で努力している． 

 

⑩他協会との連携の推進･･･他分野・近縁分野の「学」との関わり 

 昨年度より自動制御連合講演会もその所掌範囲となった 2010 年学会連合推進委員会では，横幹連合との新し

い形での連携の具体化を模索しつつ，従来からの Conference での相互発表計画を進めた．また，会長・副会長

レベルでのシステム制御情報学会との事業における新しい連携形態の検討は，理事レベルでの企画運営を含むプ

ロジェクトに進んだ．2010年度は10月の計測展2010OSAKAにおいてSICE関西支部および ISCIE活動の紹

介展示を行い，連携活動のトライアルを行った．2011年度以降は継続的に連携活動を行うことを両学会の会長名

で申し合わせ，可能なところから本格的に連携活動を進めていく． 

 

⑩会員数の推移 

 2010年(平成22年)末現在 2009年(平成21年)末現在 増 減 

名誉会員 40名 26名 14名 

正 会 員 5,741名 5,946名 ▲205名 

学生会員 446名 469名 ▲23名 

賛助会員 198社242口 188社231口 10社11口 

 
２．委員会 
 

２．１ 倫理委員会  

6月23日と11月19日に第1回，第2回倫理委員会を開催し，「倫理委員会に関する規程」第4条に掲げる委員会の

任務に従い，「倫理綱領・行動規範」などについて，下記の６項を行った．(1)評価，継続的な改善・点検，(2)

会員周知活動(役員・評議員懇談会，学会HP，入会申し込み時添付，会誌同梱，Annual Conference時の広報な

ど（一部未完了）)，(3)教育・研修・啓発活動の議論，(4)事例収集，(5)対応措置制度の点検（規程の修正議論），

(6)遵守のための活動（リスクホットラインの設置議論）．2010年9月までに，具体的な申し立て事項はないが，

申し立てがあった場合には，規程，細則に従い対処することが確認されている． 

 

２．２ 企画委員会 

2010年度の企画委員会では，1) “SICE Anytime Everywhere”(いつでもどこでもSICE)，2) 産業界との積

極的な関わりに対する基盤強化，3) SICE 内外での異分野融合・横断型，を基本に，SICE を取り巻く厳しい環

境を踏まえ，2010 年度の公益法人化移行，2011 年度のＹ５０を機にさらに飛躍を図っていくため，継続的な改

革に繋げるための議論として，以下のテーマを選び，2010年11月に行われた拡大理事会で討議を行った． 

（１）SICEにおける真の国際化の在り方 

SICE の国際化について①基本的スタンスの総括・再評価，②より効果的な国際戦略の策定と体制の整備，③戦

略事業としての明確な目標設定等の議論をベースに，国際化の意義を再認識し，活動の活性化･効率化に繋げるた

め，今後の国際化の方向性を議論した． 

（２）学会としてのSICEの魅力･価値の創出 

科学技術の多様化，他学会との分野競争，Ｙ５０，公益法人化，会員数の減尐といった学会を取り巻く状況の変

化の中で，学会としての新たな魅力･価値をいかに創出し，存在意義を高めていくかについて，収入減が予想され

る近未来の財務面も含めて議論を行った 

（３）新しい時代のSICEの組織体制の在り方 

中長期的な視点から見て，現在の組織･体制を再点検し，今後の会員減に向けた体制の整備について，具体的な改

善策を議論した．特に，会員の意識の変化に適応した組織並びに中長期計画についてその具体的な内容を議論し

た． 

 以上の議論を整理し，2011 年度は「真の国際化」に向けてと「財務面も考慮した新 SICE の在り方」の 2 大

課題について検討することとした． 
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２．３ 学会賞委員会 

（１）論文賞などの選考 

論文賞10件，技術賞 3件，著述賞2件，新製品開発賞2件，教育貢献賞2件それぞれの候補を選考し，理事

会に報告した．この選考にあたっては，部門制度に対応した計測，制御，システム情報，システムインテグレー

ション，産業応用の5分野のカテゴリーで評価した． 

（２）SICE Annual Conference Awardの受賞者決定と表彰 

SICE Annual Conference Award 運用規則に基づき，選考委員会を組織し(委員長 広島大学 佐伯正美氏)，

International Award 6件およびYoung Author’s Award 5件のFinalistsおよび International Award 1件，

Young Author’s Award 1 件の受賞者を決定，8 月 20 日の Banquet で表彰し，理事会に報告した．Annual 

Conference Awards は論文投稿時に著者が応募する形式をとっているが，海外での開催（台湾）であったため

か，昨年度より応募者が1/3 程度に減尐した．今後，論文投稿WEB サイトで応募方法が明確となるように留意

する必要がある． 

（３）学術奨励賞の選考 

学術奨励賞12件の候補を選考し，理事会に報告した． 

 

２．４ 新公益法人対応準備委員会  

2008年12月1日に施行された新公益法人法に基づいて，SICEとして公益社団法人として申請すべく，準備

を進めてきた．2010年度は，2009年度までの作業に基づき，新公益法人の申請を行った．2010年2月24日に

開催された定時総会において，「新たな公益法人制度の为旨に対応し，本会の事業活動目的を継続的かつ効果的に

達成して行くため，2010年度 （平成22年度）中に公益社団法人への移行を図る」という基本方針が認められ，

その後，申請のための最終作業に入った． 

4月30日に内閣公益認定等委員会（公認委）への電子申請を行った後，審査官から制度設計を中心とした補正・

修正の助言を受け，6 月から 7 月にかけて「定款の変更の案」の変更を作成した．8 月 6 日に開催された理事会

および臨時総会において，「定款の変更の案」の変更を含む補正内容の承認を受け，8 月 11 日に公認委へ補正・

修正書類を提出した．9月27日に内閣府より認定を受け，登記により10月1日より本会は公益社団法人計測自

動制御学会となった．公益社団法人として継続的に財務状況および運営状況を明らかにしていく必要があり，今

後は，総務委員会の中の予算小委員会が予算・決算およびその他の財務に関する審議を行っていく．また，新法

人としての制度設計の具体化については，規程群の整備を中心に制度小委員会を設置し進めている． 

 

２．５ SICE 50周年記念事業（Ｙ５０）実行委員会・組織委員会 

昨年度までのＹ５０準備委員会の活動を受けて，１月に正式にＹ５０実行委員会を発足させた(委員長：舘 暲 

元会長，共同委員長：永島 晃 元会長)． 7 月末までに事業計画をほぼまとめ，「社団法人計測自動制御学会

創立 50周年記念事業（Ｙ５０）事業計画書」を発行した．事業期間は2010 年 4月～2012年 12月の 3年間で

あるが，多くのイベントは2011年度に開催予定である．以下に事業計画の概要と進捗状況を示す． 

（ａ）創立50周年記念式典の実施 

    Annual Conferenceと同時開催，2011年9月15日(木)，早稲田大学井深ホール 

    （記念講演，来賓挨拶，表彰などを予定，現在詳細を計画中） 

（ｂ）記念誌の発行 

    会誌『計測と制御』Vol.50(2011)の50周年特集号として発行予定． 

    （技術史委員会（示村委員長）での企画段階が完了．章立て，執筆者が7月に確定し，執筆段階に 

     入っている） 

（ｃ）計測・制御・システムに関わる学問・技術の産業界と社会への発信 

    創立50周年記念事業Webシステムを利用した発信 (公開中, http://www.sice.jp/) 

    ・記念誌を活用したデジタルミュージアム  

    ・計測と制御に関するオンラインハンドブック(SICE型Wikipedia) 

    ・大学および企業での研究開発活動を紹介する動画ライブラリー 

    ・ブレークスルーを創り出してきた先達によるオーラルヒストリー  

    2010年11月に試行公開し，2011年度にわが国初の計測・制御・システムインテグレーション分野に

おけるサイエンス＆テクノロジーポータルとして正式公開．報道発表を行い数紙によって報道された． 

（ｄ）部門・支部を中心とした50を超える冠記念事業の実施． 

    （シンポジウム，地域での見学会と体験セミナー，公開イベントなどが計画され，一部前年度事業と

して実行された） 

（ｅ）将来に向けた取組み 



 -6- 

    各種イベントの企画 

    ・SICE未来予測パネル討論会（計画中） 

    ・SICEものつくり現場見学会（随時開催中） 

    ・SICE易しい計測・制御・システム体験セミナー（2011年度シリーズで開催予定） 

SICEビジョンプロデュースプログラム（VPP）～SICEと育む未来の芽～ 

（SICEの将来ビジョンを確立するためのVPPは基本方針が固まり，「水」，「ワイヤレス」の2つのテーマを

取り上げて進めることとなった．8月より，具体的な討論が始まり，2011年1月には具体的な活動内容がまとま

る予定） 

また有力賛助会員13社の代表を中心とする世話人の呼びかけで， Ｙ５０事業計画・運営に対する助言と協賛・

協力を行う組織委員会（委員長：舘実行委員長）が発足した．第 1 回組織委員会は 37 社（8 月 3 日時点）の賛

助会員代表者およびＹ５０実行委員会メンバー10 名を委員として，8 月 3 日に開催された．28 社からの出席が

あり，Ｙ５０支援への前向きのご挨拶をいただいた． 

特別協賛による財務的協力も含めてサポート活動が進展している．また個人会員による特別会費での協力も

2010年12月より本格化し2011年度を迎えることとなった． 

 

２．６ SICE技術史委員会 

本委員会はSICE関連分野の技術史をまとめるために2008年に発足した委員会である(委員長は示村悦二郎元

会長，副委員長は江木紀彦元会長)．2010 年度は 7 回の委員会を行い，Ｙ５０の記念誌(2011 年の会誌特集号と

して発行予定)の企画などを行った．次のような記念誌の構成のもとに詳細目次の検討，執筆者の選定を行い，執

筆依頼を行った． 

第1章：SICEの組織運営(設立から組織の拡大，財政など) 

第2章：SICEの事業展開(会誌，論文集，Annual Conf.，部門，支部など) 

第3章：計測制御の科学と技術(学会を取り巻く計測制御技術) 

第4章：学会活動を通してみる科学と技術の50年と展望(部門ごとの現状と展望) 

 

２．７ 会誌編集委員会 

SICE会員への有用な学術・技術情報・学会情報の提供，会員間の意見交流を目的とし，2009年度の活動を継

承し，会員・会員外を問わずSICEの活動について広く情報発信するメディアとして活用される会誌を目指した．

具体的な実施項目を以下に挙げる． 

（１）会誌「計測と制御」を年12回発行した．このため，6回の編集委員会および特集号企画などのための特別

委員会1回を開催した． 

（２）今年度の活動指針である会誌の魅力ある記事掲載に向けては，以下の活動を行った． 

1) SICEの横断的な技術分野を他学会会員にも活用してもらうために，他学会の会誌との共同企画について，

継続的な取組みを行った．2009年度に引続き，自動車技術会との共同企画の検討を行っているのに加えて，

日本鉄鋼協会，石油学会との連携も検討している． 

2) 2009 年度に実施した施策を継承して，教育関係者(大学人など)向けだけではなく，産業人・学生・定年退

職者向けにも有用な情報を提供する記事を検討した．そして，賛助会員数・会員数の維持に貢献し，記事

の増加，大学・産業界の両者からの利用を増進するような内容とした．そのため特集記事だけでなく，企

業会員からの製品紹介や研究室紹介などの研究機関からの情報発信記事に継続して取組んだ． 

3) 2009年度に会員への情報提供をより多く掲載でき，情報発信を円滑に行うために行った記事の種類および

掲載料の整理や，企業広告を出しやすい環境を整えるための施策(賛助会員の製品紹介記事掲載料無料化や

採用・就職活動学生向けの広告の新設)をより広く認知させ，積極的な記事の投稿がされるように検討を行

った．また，記事内の図表などがより理解しやすいように関連電子データのWebへの掲載を定常化し，掲

載方法について執筆のしおりに項目を追加した． 

4) 産業界からの委員の意見を十分取り入れ，解説記事の読みやすさの向上をはかるために実施した会誌に関

するアンケート結果を分析して会誌改善に向けての具体的なアクション項目の検討を行った． 

（３）今年度の活動指針のもう１つである費用コントロールについては，頁数の削減，紙質の変更，毎月の経費

状況の見える化を継続した． 

（４）学会モデルに基づく編集作業の IT化は，電子化推進ワーキンググループの担当者が，論文集委員会の IT

化活動をサポートしながら検討を進めた． 

（５）Ｙ５０についての活動を円滑に行うため，編集委員会内に，ワーキンググループを設置し，50周年記念事

業の関連記事を準備し，記念ロゴを表紙に掲載するなど活動を活発化させた．また，技術史委員会へも委員長

あるいは副委員長が参加し，Ｙ５０特集号の編集を全面的に支援している． 

（６）編集委員会委員は，従来どおり部門・支部推薦の委員で構成し，部門や支部の活動と連携を図るとともに，

産業論文委員会とも連携し産業論文の知名度向上の取組みも継続した． 
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２．８ 論文集委員会  

論文集は，本学会員の優れた学術／技術的成果を発表する場であり，本学会の为要な情報発信源である．論文

集委員会は，この論文集を公正にかつ滞りなく発行する役割を担っており，その活動目的は，この定常的な業務

を着実に遂行しつつ，論文集の価値を高めることにある． 

以上の観点から，2009年度の活動を継承し，SICEの3つの論文集の統合・電子化に向けた改革に関する論文

集検討委員会における検討に参画し、将来の姿も考慮しつつ、本年度の論文集委員会活動の柱を以下の3つにお

いた． 

1) 論文集および査読プロセスの電子化移行． 

2) 部門活動ならびに関係委員会などとの連携を通じた論文集の価値向上． 

3) 投稿から採否決定までの期間短縮などの論文著者に対するサービスの向上． 

以下に，これらの成果と評価を記す． 

（１）学会モデルに基づく査読システムのシステム改修版（Ver.4）のオンライン評価を実施した．その結果，論

文査読システムとして実運用するにはセキュリティ面他で不完全であることが判明し，ＩＴ・学会モデル委員

会にオンライン評価結果について報告した．論文集の電子化については，J-STAGE での運用開始を行なうス

ケジュールに関し，論文集検討委員会の場を利用し具体的な時期を詰めた． 

（２）投稿論文には部門による偏りがあり，部門制のもとで健全な姿とはいえない状況にあった．そこで，投稿

論文の尐ない部門（計測部門，産業応用部門）での論文投稿を促すため，これらの部門活動と密接に連携した

特集論文集の企画を行った．また，産業界の会員に対してより魅力の高い論文集のあり方についても委員会で

検討を進めた． 

（３）投稿から採否決定までの査読プロセスの改善策として，総合判定のテンプレートの一部見直しを実施した．

また，産業応用に関する論文採択基準を明確化できるように，査読ガイドラインの分野別解釈の見直しを行な

った． 

 

２．９ 産業論文委員会 

 2012年に，論文集，英文論文集と産業論文を統合するにあたり，計測制御技術を扱った論文の価値，査読基準

のありかたなどを議論した．議論の結果を，論文集検討委員会に提言した． 

 産業応用関連の活動の活性化を図るべく，2009年度に企画した「自動車制御特集号」を刊行した．さらに，先

端航法誘導技術調査研究会と連携し「移動体の誘導制御特集号」を企画した．同企画を実行し論文掲載準備が進

行中である． 

 

２．１０ 英文論文集委員会 

英文論文集委員会は，創刊3年目を迎えた英文論文集の国際的な情報発信源としての役割を確実に達成するた

め，委員会を 2 回開催し，隔月刊で合計6 号の英文論文集を発行した． 

英文論文集への投稿数は，各行事でのビラ配布などにより順調に推移しており，年間で 100 編 (一般投稿 82 

編・特集号 18 編) の投稿を受けた．これにより財務状況も順調であるが，購読者数に関しては伸び悩んでおり，

年間での購読申込数は 162 件であった． 

一方で，論文集本来の目的である情報発信に関して紙媒体配布の有効性は低くなっており，電子配布が望まれ

ている．英文論文集委員会では，論文集検討委員会と連携しながら電子ジャーナル化の準備を進めている．また,

国際的な論文データベースへの登録が投稿者から望まれており, 情報収集など登録へ向けた準備を始めた. 

英文論文集では，委員会の下に Editor-in-Chief，Editor，Associate Editor よりなるEditorial Board を構成

し，投稿論文の審査をエディタ制で行っている．構成員の献身的な尽力により，短い査読期間と適切な採否決定

を同時に達成している． 

2010 年に掲載された一般論文について，投稿から掲載までに要した期間は平均で約 5.7 ヶ月であり，採録率

は約 6 割である． 

 

２．１１ 出版委員会 

（１）計測・制御テクノロジーシリーズの刊行継続について進捗状況を確認し，著者への執筆推進の働きかけを

行った．現在計10巻が発行済み．3巻が年内に脱稿予定．見込みのない巻については，執筆者・テーマの変更を

検討した． 

（２）SICE 50周年に向けて，上記シリーズの発行の目処を立てるとともに，新企画の検討を行った． 

 

２．１２ 国際委員会 

2010年度は「計測・制御・システム情報分野におけるアジアの中核学会を目指す」という中長期ビジョン(2002

年 11 月開催の拡大理事会)のもと国際的活動を強化展開した．初の海外卖独開催となった SICE Annual 
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Conference（SICE2010）では，SICEの国際活動の中心的活動としてAnnual Conference(AC)委員会，実行委

員会との連携及び，活動支援を行った．また，関連国際研究集会などで，SICE の存在を積極的にアピールすべ

く活動を推進した． 

（１）SICE Annual Conference 

1) 初の海外卖独開催となる SICE2010 の成功にむけ，Annual Conference(AC)委員会および，実行委員会，

等と連携して，以下のような活動を行った． 

  ・海外若手研究者を対象とした International Scholarship 制度を運用し，2名を選考，表彰した． 

  ・International Organized Session（IOS）制度を企画運用し，３件の IOSを選考，支援した． 

  ・現地（台湾）でのSICE Week開催について，活動資金を含む支援を行った． 

  これらの活動を通じ，国際会議としてのAnnual Conferenceの充実とプレゼンスの確立に成果を得た． 

2) SICE 50周年記念となるSICE2011(東京)については，国際協調の観点から実施内容の検討を行い，Annual 

Conference(AC)委員会などへの提案・支援を継続している． 

（２）IFAC World Congressの日本開催招致 

IFAC world congress 2017の日本開催に向けて，国際委員会のもとにある IFAC委員会が中心となって行

う招致活動の支援を行った． 

IFAC world congress 2017については，最終候補地の１つとして，最終審査に望んだが，残念ながら開催

地としての決定には至らなかった． 

IFAC 委員会においては，今回の誘致活動の総括を行うとともに，今後の再誘致活動の方針について，検

討を行っている． 

（３）国際研究集会の为催・共催 

依頼された国際研究集会の为催(0件)，共催(2件)，技術为催／共催2件），協賛(23件)事項に関して審議・

承認し，財政的負担のある为催，共催については計画案の審議ならびに助言を行った． 

（４）海外学術団体との連携 

1) SICE2010(台湾)において，ICROS幹部とのとのランチョンミーティングを実施するとともに，ICCAS会

議に事務局職員を含む，代表者を派遣して交流促進を図った．また，VIP レセプションを開催し，海外の

関係学会関係者とのネットワークの拡大を進めた． 

2) 共催・協賛する为要な会議について，代表者(会長，副会長など)を送り，交流拡大とSICEの国際的プレゼ

ンスを確立を促進した． 

3) IMEKO委員会を中心とした活動により，IMEKOについて日本学術会議 登録団体として新規承認された． 

 

２．１３ 事業推進協議会 

（１）体制作り 

7月13日に新メンバによる事業協議会を開催．2010年度SICE組織図をもとに担当部門の構成，すなわち５

つの委員会（産官学連携委員会，国際標準化委員会，学会連合推進委員会，教育・認定委員会，Annual 

Conference(AC)委員会），７つの関連委員会（多分野応用小委員会，CPD 協議会，標準・規格，共催事業，新

事業企画，計測制御エンジニア，JEMIMA）を確認．また，昨年度から繰り延べ事項となっていた事業推進協議

会規程について，今年度の委員で改めて審議し，項目の追加・修正を行い理事会に上程することを決定．8 月 6

日の第3回理事会に上程し，審議の結果，承認された．さらに下期に向けて，本委員会の任務として概算要求な

ど予算項目を追加するなどの案件につき検討を継続している． 

（２）共催・協賛依頼の承認 

各部門や国際会議に関連する共催・協賛依頼の承認は，それぞれ部門協議会，国際委員会にておこなっている

が，SICE 本体への依頼およびいずれにも該当しない依頼について，公共性や内規との整合性を確認して承認手

続きを行った． 

（３）JIS原案作成(見直し)委員会 

 平成21年度事業JIS原案作成公募制度（8月期）による，原案共同作成事業の契約に基づき，成果物（pHお

よび粘度関連の 4 件）を 2010 年 7 月末に（財）日本規格協会に提出した．また，平成22 年度 JIS 原案作成公

募制度（前期）により，密度（比重）関連 2 件の JIS 見直しのため，2010 年４月に本委員会および WG3 を設

置した．成果物は，2011年2月末までに提出する必要がある． 

 

２．１４ 産官学連携委員会 

昨年度発足させた2つのWGによる活動を元に，SICEと関連する団体との連携の仕組み作りを推進．今年度

はこれまでに 2 回（3/19，9/8）委員会を開催し，両 WG の状況分析，そこから類推される連携のあり方に付き

幅広く討議した．各WGの活動内容については以下の通り． 

（１）自動車技術会連携WG 
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制御部門を母体とした連携を中心に活動．IFACの2013年オートモーティブシンポジウムについては，日本開

催が7/13のTC7.1会議で承認された．開催場所は仮に東京農工大とするも，参加者が期間中同じホテル滞在が

望ましいとされ，正式には未定．開催日は2013年8/26-28の３日間としたが，TC7.1 ChairのGianfranco Rizzo

が9-10月開催の可能性を認め，流動的．Call for Paperを発行するまでには，日時，場所を決定する． 

（２）日本鉄鋼協会連携WG 

関西支部内に立ち上げた研究会を中心に活動．これと日本鉄鋼協会計測・制御・システム工学部会内の研究会・

フォーラムとの連携を図っている．第1回研究会（5/26），第2回研究会（8/25）を開催，それぞれ三菱電機（株）

名古屋製作所，（株）神戸製鋼所加古川製鉄所を見学，課題及び技術の共有化を図った．また，計測展2010 OSAKA

（10/6～8）においてPLC によるプロセス制御に関するテクニカルセミナーを企画，80名強の聴講者が参加．今

後，システム・情報部門学術講演会(略称：SSI2010，会期：11/24 ～26)にてオーガナイズドセッションを企画

し，本研究会の活動報告会を実施． 

上記2分野以外の開拓については，化学プラントについて状況調査するも思わしい結果が得られなかったため，

他の分野を検討して行く． 

 

２．１５ 国際標準化委員会 

昨年度からの活動を継続.．国際標準化活動で先行する友好工業会である日本電気計測器工業会(JEMIMA)，製

造科学技術センター(MSTC)および日本ロボット工業会(JARA)との連携を中心とした活動を展開．SICE の国際

標準化活動への積極的な姿勢をアピールすべく下記事業を実施した． 

（１）新設した国際標準化賞(功績賞，奨励賞)の贈呈 

 2010年2月末の第49回定時総会開催時に，各賞の贈呈を実施． 

 功績賞：福田 好朗（法政大学），ISO14258（Industrial automation systems - Concepts and rules for enterprise 

models）などへの貢献 

 奨励賞：高柳 洋一（東芝），IEC 61784-2/61158（Industrial communication networks - Profiles - Part 2: 

Additional fieldbus profiles for real-time networks based on ISO/IEC 8802-3）などへの貢献 

（２）将来テーマ発掘のための賛助会員ヒアリング 

 5月11日の第2回委員会にて村田機械（株）よりFA用工業無線に関する取り組み状況をヒアリング．当委員

会への参画を依頼． 

（３）SICE2010 in TAIWANにおける国際標準化に関するOSの企画 

 委員会発足以来実施してきた活動実績を報告するとともに，ファクトリーオートメーション（FA），ロボット

オートメーション（RA），プロセスオートメーション（PA）の各分野における最新のトピックスを紹介する4件

のプレゼンを実施．OSで発表者の国籍が3カ国以上の場合に授与される国際協力支援賞を受賞． 

（４）SICE2010 in TAIWANにおける産業用ネットワークにおける情報共有化のOSの企画支援 

 産業応用部門ネット部会に協力．「情報連携に向けた産業用ネットワークの課題」と題して，冒頭にユーティリ

ティプラントにおけるEnergy Efficiency を「見える化」するために必要な情報連携のあるべき姿を講演し，続

いてシーズとしてフィールドデバイス管理，Real-Time Ethernet，産業用無線，サイバーセキュリティに関する

技術と標準化動向の講演を実施． 

（５）SICE2010 in TAIWANにおける日本電気計測器工業会（JEMIMA）为催のWorkshopへの参画 

 JEMIMA の台湾における友好工業会である TEEMA（Taiwan Electrical and Electronic Manufactures’ 

Association）の会員各社と関連ユーザを対象に，JEMIMA の活動状況や国際標準化の状況等について現況を報

告・紹介する目的で企画．当委員会としても，日本と台湾の計測・制御の分野での学会と工業会のコラボレーシ

ョンの絶好の機会になるとの認識のもと全面的に支援を実施．聴講者は事前に登録のあった100名を入れて総計

120名以上と盛況． 

（６）計測展2010 OSAKA(为催：日本電気計測器工業会)の公的機関コーナーへの出展 

計測展2010 OSAKA(10月6日～8日，グランキューブ大阪)の公的機関コーナーに出展．今年度は，関西支部

のＹ５０活動を中心に展示し，国際標準化委員会もそれに協力．3日間で約100名弱の来場者があった． 

（７）委員会5回開催(3/2，5/11，7/22，9/8，11/9) 

また，以下の内容については，今後も引続き検討をしたい 

・ 学会活動を通じたアジアでの団結への取組み 

・ 新規提案を予定している団体の支援 

・ SICEの部門・賛助会員の国際標準化提案へのサポート 

・ 国際標準化活動に携わる若手技術者の育成 

・ 標準化活動に関する論文制度の推進と標準化関係の論文が評価される環境整備 

 

２．１６ 学会連合推進委員会 

  特定非営利活動法人横断型基幹科学技術研究団体連合(横幹連合)などと協力して学会横断的な活動を実施し，
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学術文化の向上発展に寄与するとともに，その成果を社会に還元することを目的として活動を行った． 

  2010年度の報告は次の通りである． 

（１）2010年4月6日に第1回委員会を開催した．  

（２）2010年4月7日に山上会館で開催された横幹連合通常総会に出席した． 

（３）2010年7月29日に第2回委員会を開催した．  

（４）2010年8月18日～21日，SICE Annual Conference 2010 in TAIWAN (SICE2010)にて横幹連合の展示

を行い，その活動を国際的にアピールした． 

（５）2010年9月5日に早稲田大学で開催された横幹連合臨時総会（および会長懇談会）において，「学会連携

による課題解決：連携研究の構成と連携学会のグルーピング」が決議された． 

（６）2010年9月6日に早稲田大学で第3回横幹連合総合シンポジウムが開催され，本会としてOS「知の統合：

制御システムにおけるモデルベース設計・開発」をオーガナイズした． 

（７）2010年10月29日，豊橋技術科学大学にて開催される第54回自動制御連合講演会の企画・予算案につい

て，本委員会においてメール審議を行い，これを承認した． 

（８）システム制御情報学会（ISCIE）との連携活動について，会長級のステアリング会議と理事級の企画・運

営会議において，検討を進めた．2010 年度の連携活動の試行として日本電気計測器工業会（JEMIMA）为催の

計測展2010 OSAKAで，両学会における活動の紹介を行った．2011年度以降については，継続的な連携活動を

進めることができるように，両学会会長名の申し合わせを取り交わし，ISCIEのオープン企画やSICE関西支部

の若手研究発表会などから事業における連携をスタートすることとした． 

 

２．１７ 教育・認定委員会 

（１）CPD WG 

CPDポイント登録者は242名であった．会告に従い，50点以上獲得の正会員，学生会員に対し，年会費還元

特典の付与を決定（対象者 137 名），さらに，高ポイント得点者の上位 3 名を 8/6 の役員･評議委員懇談会に合

わせて表彰した．尚，年会費の還元特典は，従来，郵便小為替で行ってきたが（正会員1,000円，学生会員500

円），通信費用の削減のため，今後は図書カードでの頒布に変更していく． 

（２）計測制御エンジニア試験・認定WG 

1) ｢計測制御エンジニア認定試験｣を2010年12/3,4に東京で実施した(合格者：計24名)． 

2) 東京以外での試験は，2010 年 3/6 に関西地区（尼崎/三菱電機）で(合格者：計 16 名)，2010 年 12/11,12

に中部地区（名古屋大学，豊橋技術科学大学）で実施した(合格者：計64名)．特に，中部地区での実施は，

中部支部からの提案で，｢SICEインセンティブプラン｣の一環として行い，就職を控えた大学院生を対象に，

試験と教育的効果を狙った講義をセットで行う｢初級計測制御エンジニア｣向け特化型の試験形態とし，学

生会員増，及び，資格取得を通じ就職活動に伴うSICEの社会的認知度を上げることを狙った． 

3) 計測制御エンジニアの登録制度を簡素化する目的で，「登録計測制御エンジニア」の呼称を無くすと共に，
「登録計測制御エンジニア」の年度更新の登録更新制度を廃止，資格認定試験合格による認定直後の１回
だけの登録手続きに規定を変更した．また，｢計測制御エンジニア会｣の会員は，既に会員である者，およ
び，｢認定計測制御エンジニア｣でSICE正会員（又は，学生会員）であることを条件とした．この規定改
訂の実施は2011年1月1日からとした． 

4) 認知度向上を目的に，第53回自動制御連合講演会（2010年 11/4 高知）において，計測制御エンジニア

会，人材育成塾 WG，産業論文委員会の協力を得てオーガナイズドセッションを実施，認定試験などの広

報活動も行った． 

（３）日本工学会CPD協議会対応WG 

日本工学会から，新たに｢科学技術人材育成コンソーシアム｣への参加要請があった．教育・認定委員会で検討

の結果，参加していくにふさわしい内容と判断されたため，本WGを通じてCPD協議会に加え，本コンソーシ

アムの活動にも参加，関連情報を収集していくこととした． 

（４）JABEE WG 

SICE 関連分野での受審に不利にならないよう日本機械学会および電気学会からの連絡を密に，かつ，円滑に

行うため，各学会担当窓口の体制を継続したが，JABEE の今後の動向と SICE の活用については見直す必要が

ある， 

（５）人材育成塾WG（SICE続プロセス塾）  

2009年3月に好評の内に終了した｢SICEプロセス塾｣の成功を踏まえ，SICEによる人材育成を継続していく

ため，教育・認定委員会の中に，新たに｢人材育成塾 WG｣を設けた．ここでは，｢SICE プロセス塾｣の講師陣，

資産，成果を活かす形で，さらには，2011年のＹ５０の記念行事の一つとなることを念頭に置いて実施計画を練

り，新たに，｢SICE続プロセス塾｣の名称で，前の｢プロセス塾｣同様，3年間計画で計100名のプロセス･エンジ

ニアの人材育成を目指すことにした．初年度となった 2010 年の｢SICE 続プロセス塾｣は，期間的制約から半年
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間の速成コースで行っているが，新規内容に｢計測分野｣を取り入れ，計測から制御までと講義内容に一貫性を持

たせ，2010年10月22日に開校，34名の塾生に1回目のスクーリングを終え，2011年2月，3月のスクーリン

グ予定で進めている．なお，SICE50周年となる2011年，2012年の2年間は，１年間かけてのコースに移行さ

せていく． 

 

２．１８ Annual Conference(AC)委員会 

（１）SICE2010 

1) 2010年8月18日(水)～21日(土)，台湾台北市のGrand Hotel Taipei（圓山大飯店）にて，台湾における

友好学会であるChinese Automatic Control Society（CACS）の全面的な協力を得て開催した．20ヵ国か

ら725件の論文発表があり，ワークショップや SICE Week 2010公開イベントも含めて約1,000名の参

加者があった．投稿論文数は18ヵ国 813編（うち海外284編，オーガナイズドセッション333編，一般

セッション480編），最終受付論文数は18ヵ国747編（うち海外244編，オーガナイズドセッション347

編，一般セッション 338 編）だった．初めての試みとして，2 ヵ国以上のオーガナイザーによって企画さ

れ 3 ヵ国以上からの発表で構成される国際的なオーガナイズドセッションを奨励する International 

Integration Session Support を実施した．また，Interactive Session，Sponsored Workshop，Panel 

Discussion，SICE History Sessionを実施した． 

2) International Scholarship，Annual Conference Awardを贈呈した． 

3) 併設のワークショップとして，The Future Aspect of Industrial Process Measurement, Control and 

Automation Industry，ITRI-Academia Collaboration Project on Intelligent Robot Technology，および

Mobiligenceを実施した． 

4) SICE Week 2010 として，レスキューロボットをテーマとして一般公開のデモ，体験操縦と講演会を行い，

併せてSponsored Workshopを実施した． 

（２）今後のSICE Annual Conferenceについて 

1) SICE2011は，SICE創立50周年事業として，早稲田大学で2011年9月13日(火)～18日(日)に開催予定．

会期中の9月15日(木)にはSICE50周年記念式典を実施する予定． 

2) SICE2012は，秋田大学で開催予定． 

3) SICE2013の開催地を名古屋大学に決定した． 

4) SICE2014の開催地について検討した． 

5) 開催地と実行委員長の決定方法について検討し，理事会，拡大 AC 委員会，支部協議会でも意見聴取した

上で基本方針を策定した． 

 

２．１９ 会員・広報委員会 

今年度より，以下の３つのワーキンググループ（ＷＧ）にて活動を行っている． 

（１）会員ＷＧ 

会員退会の抑制および会員確保を目的としている．今年度は退会者の属性分析や若手会員の確保，モチベーシ

ョン向上のための対策，企業メンバーの退会抑制対策の検討を行った．具体的には，若手が自为的に活動できる

ようにすることや，ネットワーキングを目的とした若手の会を実施すること，企業メンバーの興味を引く話題（現

場の失敗事例の共有，デモの機会など）を提供することなどを検討中である． 

チュートリアル講演会は今年度の2月に開催予定．企業の若手社員をターゲットとし，基礎的技術の習得はも

ちろんのこと，それ以外にも参加間でのネットワーキングを期待する，企業の研修担当とも連携をする方向で検

討を進めていく． 

2011年度は昨年度検討を進めた上記の企画の実施に向け，活動を行っていく．また昨年度実施した，シニア層

を対象とした会費などの優遇制度の評価や，海外会員確保の検討についても進めていく． 

（２）広報ＷＧ 

  SICEの活動情報を为にメディアを通じて発信している．今年度はSICE2010についての報道発表を8月6日

にお茶の水大学で開催し，13社が参加，10紙誌に掲載された．8月18日には現地 Grand Hotelにおいて開催

し，7 社が参加，4 紙誌に掲載された．また公益法人化についての報道発表は，9 月 30 日に 15 社に対しメール

を送付し，4紙に掲載された．2011年頭には，曽禰会長の新年のメッセージとＹ５０記念サイト（SICEサイエ

ンス＆テクノロジーポータル）正式公開の報道発表を行うこととし，その準備を行った． 

 2011年度は報道のみならずSICE全体の広報計画案を策定するとともに，今後の作業の効率化，品質向上に向

け，タスクフローを文書化していく． 

（３）Web ＷＧ 

SICEの活動情報をWebサイトを通じて発信している．今年度はＹ５０コンテンツ小委員会と協力し，Ｙ５０

サイトとして，デジタルミュージアム，オンラインハンドブック，ビデオ掲示板の構築・オープンを行った

（http://www.sice.jp/）． 

http://www.sice.jp/
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また SICE 本体 Web ページの改良について，Web 運用が進んでいる制御部門の Web 担当の方と情報交換を

行い，今後 SICE 全体の Web がどうあるべきかの議論を行った．方針として，コア部分の小規模な開発から始

めること，評価点を明確化し，数人で評価を行いリスク分析をした上で業者に発注をすること，部門 Web は，

連携しつつもテンプレートのみを用意する形式とし自由度を持たせることを決定した．現状までに，タスクの定

義，スケジュールの設定を行い，予算案とともに12月理事会での承認を得たので，2011年1月より具体的作業

を開始する．以下のスケジュールにて実施予定である． 

  ・2011/1 業者選定   ・2011/2-6  開発   ・2011/6-/9 オープン準備   ・2011/9 オープン 

 

２．２０ IT・学会モデル委員会 

（１）学会モデルシステムの今後の方針の検討 

 2004年より開発を続けてきた学会モデルシステムのエージェントシステムの年度当初の稼働状況は以下の通

りであった． 

 ○会員管理システム（2009年1月完成予定であったが現在開発最終段階） 

 ○イベントシステム（実運用中） 

 ○論文査読システム（Ver.3には多くの不具合があり開発保留中） 

 ○会誌編集システム（2007年11月より開発停止中） 

 学会活動に重要である論文査読システムについて，仕様書ベースでの動作チェックを行えるように，１月～３

月にかけて仕様書内容と現状のシステムの構成をチェックした．その後，不具合と追加仕様書の部分を切り分

け，最低限必要な機能を確定し，Ver.４の完成を６月末までに依頼し，７月中に動作確認を行った．その結果，

必要最低限の機能にも不具合ああることが分かり，８月６日の理事会で学会モデル社の論文査読システムは採

用しないこととなった．現在は今後の体制について，現状の ASP 契約を見直しつつ，次期システム選定のた

めの準備を行っているところである． 

（２）Ｗｅｂ／ＨＰの新しい構築 

１） Ｙ５０コンテンツ小委員会および会員広報委員会と協力し50周年記念サイトの構築を行った 

 2010年4月：要件定義（Ｙ５０コンテンツ小委員会にて） 

 2010年4月～5月：業者選定 

 2010年5月～8月：開発 

 2010年9月～11月：公開準備，11/1公開予定 

２）会員広報委員会と協力し，SICEのWebサイトの改良の検討を開始した 

 それに先立ち，部門のWeb担当のメンバーと情報交換を行い，Webの在り方についての検討を行った 

・スケジュール 

 年内：改良点の洗い出し，業者探索中 

 2011年年初：要求仕様作成，業者選定 

 2011年4月～6月に開発 

 2011年9月公開予定 

 

２．２１ 総務委員会 

関連の委員会，事務局と連携し，理事会の円滑な運営を含む業務のより一層の効率化を目指す．特に，IT化へ

の促進，50周年記念事業に向けた活動支援，学生やシニアに向けた会員サービスの向上，産業界への貢献と学会

活動の参画推進などに注力した． 

（１）各会務の引き継ぎ事項・懸案事項の整理を行い，3 月中の理事担当会務および委員会の実質的引き継ぎを

支援した．2009年と同様に，ほぼすべての委員会で早期の引き継ぎが実行され，具体的な活動がスタートでき

た． 

（２）会長・副会長が担当した会務横断的ミッションについて協力を行った．特に，SICE の新公益法人化手続

き及び，9月の公益法人化認定後の種々の対応，今後のIT化をにらんだ学会モデルシステム取り組みの見直し，

50周年記念事業に向けた活動の支援，SICE2010 in TAIWANにおけるマスメディア対応の支援，学生やシニ

アに向けた会員サービスの向上，産業界への貢献・連携と学会活動への参画推進，などを行った． 

（３）財務面では，2009年度と同様に支部・部門が，新公益法人制度に対応した会計を行うように財務運営を行

うと同時に，2010年度以降も財務制度の維持ができるように財務設計の改善検討を行った．また，予算設計に

ついては，新制度のもとでは1次案を9月頃に作成する必要があったため，支部・部門の予算設計方式および

見込みの精度向上に向けた取り組みを行った．また，新法人移行に伴う2度の決算に対応した． 

（４）会員数減尐に伴う事業活動への影響，シニア会費の導入について検討を行った．SICE の将来を財政面か

らも考察してきた． 

（５）事務職員の昇給，昇級，賞与などについて検討し，決定した．また，超過勤務制度見直し等を含む人事シ

ステムの整備を継続し，事務局員のスキルの向上と公益法人化にも対応できるよう業務効率向上につながる環
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境整備を行った．課長職昇格レベル到達 2 年となる将来の事務局幹部職員について，2011 年 1 月 1 日付での

役職昇格を決定し，理事会の承認を経て発令予定である． 

 

３．部門協議会 

部門は，昨年度，支部および将来ビジョン委員会とで部門・支部グループを形成し，SICE の学術・技術に関

する活動の中心的存在として学会の一層の活性化を目指せるような体制を構築した．本年度はこの体制を強化し，

特に，本年度は，部門と支部の連携，部門・連携活性化専門委員会における部門横断型活動とインキュベーショ

ン活動，SICE 企画委員会および将来ビジョンとの連携などについて，通常の部門間の情報交換に加えて重点的

に活動を展開した． 

以下，为要な項目ごとに報告する． 

（１）部門運営 

 部門協議会の定例活動として，各部門の状況報告による学会活動全般の情報共有化を行った．具体的には，各

部門運営委員会報告，各部会・調査研究会活動報告，行事計画・予算報告，学会賞報告とそれらの理事会への報

告，部門共催・協賛などの承認およびそれらの理事会への報告，国際会議共催等の国際委員会への報告，基金取

り崩し申請報告・承認，などを行った．  

（２）部門連携・活性化専門委員会 

部門連携・活性化専門委員会（部活委）は発足より3年目で，本格的な活動を開始する重要な年との認識のも

とで運営を行った．部活委のミッションは，新分野のインキュベーション，異分野の連携の促進，外部に向けて

のプレゼンスの強化などである．この役割を果たすため，将来ビジョン委員会，産学官連携委員会，学会連合推

進委員会と連携を強化して，新しい部門・部会・研究会の創出を促進した． 

（３）JSAE連携専門委員会の設立 

自動車分野との連携を図るため，JSAE 連携専門委員会を設立した．SICE と JSAE との合同研究会は，SICE

ベンチマーク問題，非線形システムの同定，モデル予測制御によるエコドライブなどテーマで，２ヶ月に１回の

頻度で開催し今期の活動を開始した．尚，自動車関連の国際会議である IFAC の日本誘致に成功し，IFAC 

AAC2013をJSAEとSICEの共催で開催する運びとなった． 

（４）先端融合システムズアプローチ創出委員会の設立 

新分野の創出の仕組みづくりのための議論を行い，従来の「問題を解決する」こと以外に，「問題を定義し新たな

コンセプトを作る」ことをミッションとする「先端融合システムズアプローチ創出委員会」を将来ビジョン委員

会と合同で設立した．来年度に，ワークショップ開催など本格的な活動開始する予定である． 

（５）部門・支部連携 

 部門と支部との連携を深めるために，昨年度に引続き，部門協議会の開催を支部と合同で開催する．本年度は

中国支部に調整をお願いし，支部協議会並びに中国支部運営に携われている方々と部門協議会メンバーとで，支

部の紹介，部門の紹介，地域と部門との関係，支部における運営上の問題，支部と部門との連携の方法論など，

多岐にわたって意見交換を行う．部門から支部に向けて，各部門および部門協議会が活動予算を有していること

から，地域発（支部発）の部会あるいは調査研究会設置の提案を歓迎したいとの要請を行った． 

（６）広報活動・会員サービスの充実 

各部門の活動を広く紹介するため， SSI2009やSI2010，SICE2010や自動制御連合などで部門や分野を越え

たOSを企画・実行し，分野の連携，外部に向けてのプレゼンスの向上を図った． 

 

 
３．１ 計測部門 

2010年度(平成22年度)1-9月期 計測部門事業の概要 

当部門は，社会の安全・安心に資する基盤技術である．計測部門は，計測技術の開発，進歩，普及に寄与する

ための活動を継続して行うとともに，新しい技術を用いた計測手法の開発や新たな計測分野の開拓に関して専門

的な活動を行うことを目標に，以下の事業を展開した． 

１．研究活動の場と情報の提供 

第 27 回(センシングフォーラム計測部門大会)，傘下の部会・調査研究活動(共催・協賛行事，講習会，研究

会，見学会，見学会など)を実施した．今年度のセンシングフォーラムでは， 2011年10月号特集号「セン

シングイノベーション」を企画して，積極的な論文投稿を奨励することにより，参加者をはじめとする計測

分野の研究者・技術者の活性化を図った． 

２．部門および部会・調査研究会の活性化への取組み 

アンビエント調査研究会の活動の最終年度にあたり，「アンビエントセンシング応用部会」への昇格を計画

し，設置申請にこぎ着けることができた．また SICE2010 では，各部会および調査研究会より OS を提案

し，活性化を実現した． 

３．部門運営に関するトピックス 
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本年は，センシングフォーラム運営委員会と論文集委員会の計測部門が連携して，論文集における部門の活

性化を企画した． 

 

３．２ 制御部門  

 制御部門では，制御理論部会と制御技術部会を二つの为軸として活動を続けてきたが，第３の軸としてプラン

トモデリング部会を2年前に設立した．今年度は，これら3つの部会を中心として，学会の内外に情報を発信す

るとともに，研究者，技術者，学生などの部門の構成員に対して，魅力ある活動を展開した．具体的には以下の

通りである． 

1) 研究活動の場と情報の提供 

制御部門大会，4つのシンポジウム（第10回適応学習制御シンポジウム，第1回ブラントモデリングシン

ポジウム，第 27 回誘導制御シンポジウム，第 39 回制御理論シンポジウム），数回のセミナー，その他部

会・調査研究会が为催する研究会を開催して，制御部門の研究者，企業関係者，学生が活発に議論をでき

る場を提供した．特に，3 月に行った制御部門大会と9 月に行った制御理論シンポジウムには，例年と同

じように若手研究者をはじめとして数多くの制御研究者，技術者などが参集した．また，制御に関するセ

ミナーには不況にもかかわらず，多数の受講生が参加した． 

2) 制御部門の将来計画 

制御部門では，制御理論部会と制御技術部会の2部会による体制が長く続いてきたが，昨年度，第3の部

会であるプラントモデリング部会が発足した．これに続く新しい部会設置を含めて制御部門の将来につい

ての議論を始めた．  

3) 広報活動の充実 

制御部門HPの一層の充実と，Webシステムの効率的な活用に関する議論を行い，可能なものから実行に

移している．特に，過去の部門の記録（たとえば，シンポジウムのプログラムなど）の保存について検討

している． 

4) 部門賞 パイオニア賞1名，パイオニア技術賞１名，制御部門大会賞２件，研究奨励賞５名を贈呈した． 

5) 対外連携の強化 

(ア) SICE内では他部門との連携を強化し，情報の共有による活性化をすすめた． 

(イ) 海外の制御関連団体（IEEE CSS や CCC など）との交流をはかる．また，国際会議誘致のバック

アップを行う体制の基礎固めを開始した． 

 

３．３ システム・情報部門 

2010年度(平成22年度)システム・情報部門事業の概要 

当部門は，为に，基礎理論から工学的実システム，さらには社会経済システム，生命システムなど多様な広が

りを持つシステム・情報分野の研究者，技術者，学生を为な対象として，SICE の会員にとって魅力ある活動を

展開することを目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

システム・情報部門学術講演会(SSI2010)，傘下の部会・調査研究会の活動(共催・協賛行事，シンポジウム，

講習会，研究会，サマースクール)を実施した．また，ホームページ Web を通じての広報・情報提供にも目立っ

た進展があった． 

（２）部門および部会・調査研究会の活性化への取組み 

部門学術講演会(SSI2010)では，新たな企画としてSICEの将来を担う若手の育成を目的としてDrコースの学

生だけのセッション，国際化の試みとして国際セッションを実施した．また，併設行事として，関西支部と共催

で SICE の創立 50 周年記念行事（活動紹介とパネルディスカッション）を実施した．パネルディスカッション

のテーマは「いかに研究開発の新領域を開拓するか」とし新領域の創出について議論した．結果として，SSI2010

は過去最高の参加人数を実現した． 

SICE2010で多数のOrganized Sessionを企画し，システム・情報分野における国際化に大きな役割を果たし

た．また若手・学生向けの生体医工学サマースクールや創発システムシンポジウムなどを通じて部門の将来を担

う若手の育成にも成果が見られた． 

今年より新たに「分子ロボティックス調査研究会」を立ち上げ，部門として活動の領域を広げた． 

（３）部門運営に関するトピックス 

各部会，各調査研究会が自律分散的に活動を継続しボトムアップ的に活動を活性化するとともに，部門として緩

いトップダウンの体制を作り，ボトムアップとトップダウンの相乗効果による活性化をねらって運営した．また

2 年前に立ち上げた将来構想委員会での議論より以下のことを決めた．部門横断的な事業を企画するための企

画・事業委員会を新たに設置し，活動を開始する．部門ホームページによる情報発信をさらに強化するためこれ

を検討するタスクフォース，部門賞のあり方を検討するためのタスクフォースを新たに立ち上げ活動する． 
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３．４ SI部門 

システムインテグレーションの観点から理論と技術分野の研究者，技術者，学生を为な対象として，SICE の

会員にとって魅力ある活動を展開することを目標に事業を展開した． 

1) 研究活動の場と情報の提供 

2009年12月には，芝浦工業大学の豊洲キャンパスにて登録参加者数1,000名規模で部門大会を開催した（2010

年度予算計上事業として開催）．投稿数，参加者ともに増加の傾向であり，本部門大会のオーガナイズドセッショ

ン方式は定着している．システムインテグレーション分野の重要性に対する認識と SI 部門へ期待は年々高まっ

ている．2010年12月には IEEEとの共催で国際シンポジウムSI International 2010と部門大会とを東北大学

の川内キャンパスで開催する予定であるした．このほか，3月に奈良でロボティクスシンポジア，10月に台湾で

IROS2010を共催するなど他学会との連携を進めた． 

2) 部門および部会・調査研究会の活性化への取組み 

新たに問題解決型の活火山エリア向け遠隔ロボット技術技術調査研究会を設立した．部門に所属する 20 部会

と4調査研究会はそれぞれ独自性を持ちつつ，シンポジウム，研究会，見学会，コンテストなどの多様な企画を

実施し，1年を通じて闊達な活動を展開した． 

3) 部門運営に関するトピックス 

年に7回の部門運営委員会を開催しつつ，運営委員会用各種資料の電子化により委員会のペーパーレス化を実

施するとともにファイルアーカイブシステムにより議事録などをHPから入手出来るよう枠組みを整えた．部門

賞は12月の部門大会で表彰予定である． 

 

３．５ 産業応用部門 

産業応用部門は，「実践が理論を越える，技術を生み，技術を役立て，技術を評価する産業応用部門」をキャッ

チフレーズに，計装技術交流部会，流体計測制御部会，計測・制御ネットワーク部会の３部会と計測制御エンジ

ニア会を中心として，シンポジウム・講習会などの開催，部門表彰，産業論文集の推進，各大会への協力などを

実施し，学会および産業界での活動を行った． 

 

４．将来ビジョン委員会 

将来ビジョン委員会の準備会議を開き，将来ビジョン委員会を立ち上げ，2 回の委員会を開催し，以下を実施

した． 

４．１  SICE-City活動 

（１）SICE-City委員会を立ち上げ 

SICE-City運営委員会をSICE-City全体構想を広げていくシンクタンクの役割と具体的活動を実施する会と位

置づけ，「SICE‐City委員会」森委員長を立ち上げた．SICE‐City委員会を2回開催（生きがい都市構築委員

会と共同開催）し，12月7日に実施する「生きがい都市構築シンポジウム」をSICE‐City委員会が共催するこ

ととし，シンポジウム参加呼びかけとシンポジウム挨拶を実施する． 

（２）生きがい都市構築委員会と連携 

SICE-City構想を推進するため，首都大学東京学長を交えて活動母体として同学内に研究環を立ち上げる構想

を展開し，首都大学東京の森教授を委員長とした研究環（予算180万円/年）を立ち上げた．事前に東京都庁を訪

問した際の討議から，SICE-City構築をより広くとらえ，具体的な「生きがい都市構築」について訴求すること

とし，「生きがい都市構築委員会」を発足した．一回目の委員会から将来ビジョン委員会として参画し，「SICE

－City委員会」として支援，連携することとした． 

４．２ 部門連携・活性化専門委員会との連携 

将来ビジョンの位置づけとSICE-City委員会，生きがい都市構築委員会，首都大学東京を为体とする研究環の

関係者との連携について，部門連携・活性化専門委員会に説明を行った． 

４．３ 先端融合システムズ 

黒江委員より将来ビジョン委員会と部門活性化委員会連携のもとで，先端融合システムズアプローチ創出技術

委員会の提案があり，黒江委員長として「先端融合システムズアプローチ創出技術委員会」の立ち上げを決めた．

今後委員の初会合計画する． 

 

５．支部協議会 

支部協議会では，昨年度からの引き継ぎ事項として，インセンティブプランの新たな実施および支部と部門と

の連携が为な課題点である．これまで，3回の支部協議会が開催され，以下のような議論がなされた． 

 

(1) 第1回支部協議会（日 時：2010年4月16日（金）14:00～17:00 ，於SICE本部） 

1) 各支部からの活動報告，2) SICE全体，支部協議会および支部共通部の運営・支援方針，3) インセンティ
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ブプランについて，4) SICE50周年記念事業支部企画イベントについて，5) SICEの発行物への発効日およ

び発行者の明記についてなどが議論された． 

(2) 第2回支部協議会（日 時：2010年8月6日（金）11:30～13:00 ，於お茶の水女子大学） 

1) 次期インセンティブプランについて，2) Annual Conference 開催地について，3) 部門・支部合同会議に

ついて，4) 公益社団法人への移行についてなどが議論された． 

(3) 第 3 回支部協議会（公益社団法人計測自動制御学会 2010 年度，第 1 回支部協議会）（日 時：2010 年 11

月7日（日）12:30～14:00，於高知城ホール） 

1) インセンティブプラン他の終了報告および実施計画，2) 2011年度支部予算における交付金の考え方，3) 支

部の組織に関する定義（支部長，幹事，監事，評議員などの呼称および任務），4) 新しい会計諸表について，

5) 支部・部門の連携に関して（12 月の部門協議会を例に）平成 22 年度事業報告および収支決算，6) 平成

23年度事業計画および収支予算について，7) Annual Conferenceの開催についてなどが議論された． 

 

５．１ 北海道支部 
北海道地域の SICE 会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員など

にとって魅力ある活動を目標に，以下の 事業を展開した． 

１）研究活動の場と情報の提供 

北海道支部学術講演会を中心として，インセンティブプランによる講習会，講演会・ロボットトライアスロン

への協賛などを実施もしくは実施予定．ま た，総会やWebを通して支部における活動の情報提供を行った． 

２）支部運営および事業企画・検討 

総会，評議員会，幹事会を開催し，またメールで密接に連絡を取り合うことにより，支部の諸活動の立案，実

施した． 

 

５．２ 東北支部 
東北地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員などに

とって魅力ある活動を目標に，東北各県における研究集会の開催，競技会の共催のほか，Webを通して支部にお

ける活動の情報提供を行った．また，総会・運営専門委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとと

もに，これまでの活動内容の検討などを行った． 

 

５．３ 中部支部 

中部地区のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員等にと

って魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

１． 研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，研究会，講義会，学術講演会，などを実施もしくは実施予定．また，総会や Web を通して支

部における活動の情報提供を行った．  

２． 会員増加への取り組み 

今年度はインセンティブプランとして「会員増をねらった計測制御エンジニア試験の実施」を企画・開催し

（開催は12/11，12），学生会員の増加をはかった．これまでのところ名古屋地区・豊橋地区で25名程度の

受験者を確保した． 

また，協賛会員の利便性を高めるため，従来企業内の代表者1名の方に中部支部为催事業のお知らせをして

いたが，これを改め，一協賛企業何名様でも登録者全員に事業の案内を送付することとした．これにより，

より適切な情報がより適切な人員にダイレクトに伝わることになり，会員企業にも好評である． 

さらに，２回の出張無料講演会を行った．これは，協賛企業から希望テーマを募り，無料で協賛企業内にて

研究委員会を開くものである．協賛企業にとっては，居ながらにして最新の技術情報が得られることから，

大変好評であった． 

３． 支部運営および事業企画・検討 

総会，評議員会，役員会，委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活動

内容の検討などを行った． 

 

５．４ 北陸支部 

北陸地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員等にとっ

て魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

１．研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，学術講演会，講演会（地区为催）などを実施した．また，総会やWeb，E-mailを通して支部に
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おける活動の情報提供を行った． 

２．会員増加への取り組み 

講演会の開催において，学生が興味を抱くテーマ選択，参加への積極的な呼びかけ，十分な質疑応筓時間の

設定を行い，SICE の魅力を伝える場を提供した．また，学生奨励制度の検討を行い，若手研究者の研究奨

励の一環として，SICE Annual Conference発表者への奨励制度を始めた． 

３．運営および事業企画・検討 

総会，評議員会，役員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活動内容の検

討などを行った．特に，地域企業との協働を重要課題と捉え，「産学学術交流会議」を開催し，北陸地域の産

官学の交流を積極的に推進した． 

 

５．５ 関西支部 

2010年度，関西支部ではシンポジウム，特別講演会，講習会，見学会，研究会，および，支部長賞表彰等を実

施した．シンポジウムは，学生と企業の若手研究者にスポットを当てた若手研究発表会という形にて開催した．

見学会は，岡山地区の企業を対象にして1泊２日の日程により実施した．研究会「プロセス制御のオープンシス

テム化」は，活動を継続して実施した．また，支部長賞の審査を行い，奨励賞，技術賞を合わせて3組を表彰し

た．さらに，Ｙ５０として｢計測展2010 OSAKA｣への出展に協力し，関西支部の活動を紹介するとともに，上記

研究会の成果を説明した．システム・情報部門学術講演会2010(SSI2010)の共催もＹ５０として実施．これらの

事業を通して，学生を中心とした若手研究者の啓発に重点を置くとともに，産官学の連携，および事業の拡大へ

つなげる活動としている． 

 

５．６ 中国支部 

中国地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員等にと

って魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，研究会，講演会（チュートリアル講演会含む），学術講演会，シンポジウム，見学会を実施した．

また，E-mailやWebを通して支部における活動の情報提供を行った． 

（２）会員増加への取り組み 

支部賞の受賞資格を「学術講演会申込時に会員(申込中を含む)であること」に変更し，会員の増加をはかった． 

（３）支部運営および事業企画・検討 

総会，役員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活動内容の検討などを行っ

た．  

５．７ 四国支部  

四国地域のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員などに

とって魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

（１）研究活動の場と情報の提供 

今年度が第２回目となる支部为催の学術講演会，またこれと併催で企業見学会（日亜化学工業，藤崎電機）を

実施．さらに，研究会，講演会，電気関係学会四国支部連合大会などを実施．また，総会や Web を通して支部

における活動の情報提供を行った． 

（２）会員増加への取組み 

学術講演会と同時に若手の会(交流会)を企画した．発表を通して学生間および一般・会員との交流を深めるこ

とを目的とし，学生に気楽に参加してもらうことで，SICEの魅力を学生に伝える場を提供している． 

（３）支部運営および事業企画・検討 

総会，役員会，委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活動内容の検討など

を行った． 

 

５．８ 九州支部 

九州・沖縄地区のSICE会員および計測と制御に関わる研究者，技術者，学生を为な対象として，地域の会員

等にとって魅力ある活動を目標に，以下の事業を展開した． 

１．研究活動の場と情報の提供 

特別講演会，研究会，SICE 九州フォーラム，講義会，学術講演会，講演会，見学会（共催）などを実施もし

くは実施予定．また，総会やWebを通して支部における活動の情報提供を行った． 

２．会員増加への取り組み 

一般会員ならびに賛助会員増加に向けて，今年度のSICE九州フォーラムでは企業向けのテーマを設定するこ
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とで，SICEの魅力を伝えた． 

学生会員増加に向けて，学術講演会と同時に学生発表交流会を企画している．発表を通して学生間および一般会

員との交流を深めることを目的とし，学生に気楽に参加してもらうことで，SICE の魅力を学生に伝える場を提

供している． 

３．支部運営および事業企画・検討 

総会，評議員会，役員会，事業委員会を開催し，支部の諸活動の立案・実施にあたるとともに，これまでの活

動内容の検討や改革，新企画の発案などを行った． 
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Ⅱ 事  業  
 

定款第4条に定められた公益目的事業などに対応して2010年度事業報告を表形式でまとめる． 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

定款第4条に定める事業 

１．研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等・・・・・・・・・・・・・ 【公１】 

２．調査・研究及び資料収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公２】 

３．技術者の資格認定・付与・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公３】 

４．啓発・普及のための体験活動等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公４】 

５．表彰及びコンクール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公５】 

６．その他の本会の目的を達成するための事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【他】 

 

７．本会の法人管理・運営に関する活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【法人】 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

１．研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等・・・・・・・・・・・・・ 【公１】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部事業） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

3月17日

～20日 

2010年(平成22年)春期第57回応用物理学関係連合講

演会（共催） 

東海大学 

 
－ － 

3月26日 

 

IISO Symposium for Automation and System 

Integration (ISO/TC184/SC5)(国際会議) 
法政大学 

－ － 

5月26日

～27日 
原子力総合シンポジウム2010（共催） 日本学術会議 

－ － 

6月23日

～26日 

2010 IEEE International Conference on 

Information and Automation(IEEE ICIA 2010)(国

際会議) 

Harbin, China 

－ － 

7月4日～

7日 

IEEE International Symposium on Industrial 

Electronics (ISIE2010)(国際会議) 
Bari, Italy 

－ － 

7月7日～

9日 

第47回アイソトープ・放射線研究発表会（共催） 日本科学未来館 － － 

7月8日～

9日 

安全工学シンポジウム2010（共催） 日本学術会議 － － 

7月29日

～31日 

The 29th Chinese Control Conference (CCC)(国際会

議) 

Beijing, China － － 

8月4日～

7日 

2010 IEEE International Conference on 

Mechatronics and Automation(IEEE ICMA 2010) 

Xi'an,China － － 

8月18日

～21日 

SICE Annual Conference 2010 (SICE 2010) Taipei, Taiwan 725 約1,000 
特別講演／一般セッション／OSセッション 

8月20日 SICE Week 2010 Taipei, Taiwan － － 

8月20日

～22日 

平成22年度工学教育連合講演会（共催） 東北大学 － － 

9月8日～

10日 

2010 IEEE Multi-Conference on Systems and 

Control (2010MSC)(国際会議) 

パシフィコ横浜 － － 

10月26日

～28日 

2010 IEEE Workshop on Advanced Robotics and its 

Social Impacts (ARSO2010) 

Seuou, Korea － － 

11月4日

～6日 

第 53 回自動制御連合講演会（共催：幹事学会・日本

機械学会） 

高知城ホール 331 － 

特別講演／一般セッション／OSセッション 
10月18日

～22日 

2010 IEEE/RSJ International Conference on 

Intelligent Robotics and Systems (IROS 2010)（国際

会議） 

Taipei, Taiwan － － 

12月7日 「生きがい都市構築」シンポジウム（共催） 東京大学 － － 
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（２）部門事業（旧法人 部門関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（２） 部門連携・活性化委員会 

9月23日 

～25日 

 

第25回生体生理工学シンポジウムにおける特別企画 

9月23日BPES25周年記念フォーラム「SICEのライフサ

イエンス力とは」 

岡山大学 

医学部 
5 50 

特別講演1「部門連携・活性化委員会の活動とSICEの課 題」（京都工芸繊維大学 黒江康明氏） 

特別講演2「システム制御理論に基づく細胞分裂システムの解析」（宇都宮大学 東剛人氏） 

特別講演3「生体生理機能データベース構築の重要性と必要性」（大阪大学 野村泰伸氏） 

特別講演4「生命情報の統合的解析」（東京医科歯科大学 福岡豊氏） 

特別講演5「SICEのライフサイエンス力」（立命館大学 牧川方昭氏） 

生体生理工学シンポジウム 25周年特別企画として，SICEにおけるライフサイエンス研究の在り方を示すことができた． 

11月26日 

 

SSI2010併設ワークショップ「「システム・情報・制御にお

けるライフサイエンス研究」」 

キャンパスプラザ

京都 

6 30 

特別講演「制御論的アプローチによる環状遺伝子制御ネットワークの動的挙動解析）」（東京大学 原辰次氏） 

講演1「時間遅れを考慮した環状遺伝子制御ネットワークにおける周期振動の存在条件」（東京大学 高田正彬氏他） 

講演2「ハイブリッドシステム表現を用いた群集挙動のモデリング」（首都大学東京 清水剛氏他） 

講演3「周期信号に対する最小二乗法に基づく細胞周期のタンパク質ネットワークの推定」（慶應義塾大学 高橋知子氏他） 

講演4「視覚運動変換学習における運動単位の影響」（(東京農工大 宮武宏幸氏他) 

講演5「ダーツ投擲の熟練度評価に関する一考察」（東京農工大 山口寛氏他) 

トピックス：システム・情報・制御領域におけるライフサイエンス研究の方向性を示せた． 

12月25日 

 

SI2010併設ワークショップ「高齢者リハビリテーションに

おけるロボット応用」 

東北大学 5 15 

講演1「認知リハビリテーションの定義と実態」（国際医療福祉大学三田病院 武田克彦氏） 

講演2「認知症リハビリテーションの実際」（九州保健福祉大学 小川敬之氏） 

講演3「ペットロボット応用リハビリテーションの実施と期待」（所沢ロイヤル病院 加藤範子氏） 

講演4「歩行リハビリテーションの試み」（埼玉工業大学 橋本智己氏） 

講演5「遠隔操作ロボットによるリハビリテーションの提案」（帝京短期大学 大久保英一氏） 

トピックス：高齢社会時代におけるロボットの役割を様々な観点から明らかにする． 

（２）① 計測部門 

2月25日 第82回部会行事：講演会・見学会 アステラスリサ

ーチテクノロジ

ー(株)御幸が丘

研究センター 

－ 19 

3月1日 第17回リモートセンシングフォーラム 首都大学東京秋

葉原サテライト

キャンパス 

－ － 

3月1日 

 

先端電子計測部会講演会 独立行政法人産

業技術総合研究

所秋葉原事業所 

－ － 

自然災害計測の現状と展望 

3月1日 

 

三重单紀地域高品位カンキツ生産技術研究普及協議

会 

三重県熊野庁舎 － 50 

参加および研究発表 

3月4日～

5日 

 

動的画像処理実利用化ワークショップ DIA2010 ぴゅあ総合(男女

共同参画推進セ

ンター) 

－ － 

部門共催行事 

4月21日 第81回パターン計測部会研究会・見学会 大阪大学基礎工

学部 

－ － 

5月13日

～14日 

 

第77回 日本分析化学会有機微量分析研究懇談会・第

83回 計測自動制御学会力学量計測部会・第27回 合

同シンポジウム 

京都大学 百周年

時計台記念館 

6 － 

部門共催行事 

5月19日 第130回温度計測部会見学会 東海村(大強度加

速器研究施設

J-PARC) 

－ － 

5月28日 

 

日本リモートセンシング学会 SICE-RSSJ 共同セッ

ション 

 4 － 

テーマ「小型衛星リモートセンシングが拓く宇宙利用」 

6月8日～

11日 

FOOMA JAPAN 2010 アカデミックプラザ 東京ビックサイ

ト 

－ － 

参加および研究発表 
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6月15日 

～18日 

 

INSS2010 Kassel, 

Germany 

－ － 

国際事業 運営および参加 

6月29日 

 

Mini Workshop on Internet of Things 東京電機大学 － － 

部門共催行事 

3月～６月 

 

SOI ASIA ICT Application in Food, Agriculture and 

Environment 
電子開催 

－ － 

プロジェクト参加および研究発表 

7月21日 第82回パターン計測部会研究会 電気通信大学 － － 

8月18日 

～21日 

 

SICE Annual Conference 2010 (SICE 2010)オーガ

ナイズドセッション 

Taipei, Taiwan － 

 

－ 

・部会OS企画 “Inverse Problems 1”, “Inverse Problems 2”；発表数9件 

・部会OS企画；発表数11件 

・部会OS企画“Recent advances in temperature measurement”；発表数11件 

・部会OS企画 “Advanced Pattern Measurement I”, “Advanced Pattern Measurement II”, “Advanced Pattern 

Measurement III” 

・調査研究会OS企画「Imagebased Applications in Food and Agriculture」「ICT Applications in Food and Agriculture」 

9月1日 

～2日 

第15回知能メカトロニクスワークショップ 愛媛大学工学部 － － 

部門共催行事 

9月27日 

～28日 

第27回センシングフォーラム・計測部門大会 群馬大学工学部 － － 

特別講演“炭素線がん治療の現状と課題“金井達明氏（群馬大学 重粒子線医学研究センター） 

10月1日 計量史をさぐる会2010 日本電気計器検

定所 

－ － 

日本計量史学会との共催 

11月4日 

～5日 

第36回リモートセンシングシンポジウム 防衛大学校 23+3(S) － 

11月21日 

～25日 

IMEKO TC3, TC5 & TC22 パタヤ, タイ － － 

国際事業 参加 

11月25日 SICE 計測部門セミナー「ネットワークセンシングシ

ステム」 

東京ビッグサイ

ト 

－ － 

12月3日

～4日 

第15回パターン計測シンポジウム・第83回研究会 デュープレック

スセミナーホテ

ル 

－ － 

12月9日 

～10日 

View2010 ビジョン技術の実利用ワークショップ パシフィコ横浜

アネックス・ホー

ル 

－ － 

(社)精密工学会 画像応用技術専門委員会との共催 

（２）② 制御部門 

1月25日 

～ 26日 

第10回適応学習制御シンポジウム 琉球大学 25 43 

特別講演：「適応制御研究の進展とその周辺 －30年の歩みにおける理論・実装・ツール－」（名古屋工業大学 水野

直樹氏） 

3月8日 制御理論部会最先端ワークショップ：分子科学が拓く

制御理論応用の新潮流 

京都大学東京オフ

ィス会議室 

2 30 

講演1：「レーザーによる分子ダイナミクスの量子制御」（慶應義塾大学 菅原道彦氏） 

講演2：「分子科学における量子最適制御シミュレーション」(東北大学 大槻幸義氏) 

3月16日 

～18日 

 

第10回制御部門大会 熊本大学 164 

 

282 

特別講演：「行動学習への新しいアプローチ」（理化学研究所 木村英紀氏） 

パイオニア賞受賞記念講演：「ネットワーク化制御系と通信制約」（東京工業大学 石井秀明氏） 

パイオニア技術賞受賞記念講演：「局所回帰モデリングと制御技術－鉄鋼製造現場での戦力化－」(JFEスチール(株) 

茂森弘靖氏) 

4月16日 第1回プラントモデリングシンポジウム 電気通信大学 16 105 

特別講演：「モデルベース設計再考」（東京大学 原 辰次氏） 

5月13日 

～14日 

 

第27回誘導制御シンポジウム 東京都市大学 18 36 

特別講演：「マルチエージェントシステムの合意問題と協調取り囲み」(慶應義塾大学 滑川 徹氏) 

特別講演：「衛星搭載アンテナを例とした展開宇宙構造の技術継承と課題－台風の中で団扇の風力を測る？－」(東京都

市大学 目黒 在氏) 

9月27日 

～29日 

第39回制御理論シンポジウム ホテルコスモスク

エア国際交流セン

ター 

85 131 
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特別講演：「非線形可積分系に基づく高精度特異値計算アルゴリズムmdLVsの開発について」（京都大学 中村佳正氏） 

特別企画：「制御理論研究のさらなる発展のために～SICE 学会でのお仕事～」 

制御技術部会共同企画：「制御理論と制御技術との更なる協調を目指して」 

5月25日 SICEセミナー 「実践的な制御理論 －制御への確率

論的アプローチ: 基礎から応用まで－」 

東京工業大学 3 50 

セミナー内容：制御のための確率論入門，制御のための確率論入門(続) （早川朊久氏），確率システムの状態推定入門

（山北昌毅氏），確率密度比を用いた機械学習の新たなアプローチ（杉山 将氏） 

5月26日 

～27日 

SICE セミナー「制御のためのシステム同定」2010 常翔学園 大阪セン

ター 

3 42 

セミナー内容：制御のためのシステム同定とは（足立修一氏），同定モデルとシステム同定（田中秀幸氏），カルマンフ

ィルタ（足立修一氏），部分空間同定法（奥 宏史氏） 

11月18日 

～19 日 

SICEセミナー「現代制御理論入門」 東京工業大学 2 － 

セミナー内容：現代制御理論のエッセンスを教示する． 

講師：東京工業大学 三平満司氏，佐世保工業高等専門学校 中浦茂樹氏 

（２）③ システム・情報部門 

1月23日 ニューラルネットワークフォーラム2010 福井大学 3 30 

1月30日 

～31日 

第22回自律分散システムシンポジウム 名古屋大学 68 127 

特別講演「自律分散・創発・移動知，そして？」（東京工業大学 伊藤 宏司氏） 

3月10日 第58回回生体・生理工学部会講演会 玉川大学 － 85 

「ヒトの心のプロセスの計算論的理解に向けて 」（玉川大学 大森隆司氏） 

「光ニューロチップ，人工網膜LSIの概念創出から実用化まで」（三菱電機 久間和生氏） 

3月11日 第43回システム工学部会研究会「社会シミュレーショ

ン＆サービスシステムシンポジウム」 

東京工業大学 23 56 

特別講演：早稲田大学 高橋真吾氏    

3月12日 第3回ヒューマンマシンシステム研究会 日本自動車研究所 1 11 

・日本自動車研究所ドライビングシミュレータ試乗会 

・話題提供：「歩行空間走行を前提とした低速移動体のドライバ視覚認知特性の検討」（東京大学・伊藤太久磨氏） 

3月16日 

～17日 

第37回知能システムシンポジウム 横浜国立大学 60 120 

特別講演：「複雑ネットワーク上の感染症モデル（確率モデル）と量子ウォーク（量子モデル）」横浜国立大学大学院工

学研究院教授 今野 紀雄氏 

4月16日 調査研究会 分子ロボティクス研究会 平成 22 年度 4

月例会 

東京工業大学田町

CIC 
4 23 

特別講演：「ウイルスカプシドタンパク質の自己集合化によるナノカプセルの形成技術の開発と応用」（東京工業大学 

半田宏 氏） 

5月28日 調査研究会 分子ロボティクス研究会 平成22年度5

月例会 

名古屋大学  

工学部２号館 
5 19 

特別講演：「核酸塩基の分子認識能を生かした新規機能性ナノ材料の開発」（名古屋大学 梁興国 氏） 

6月21日 Unconventional Computation 2010 (UC10) のサテ

ライトワークショップ「DNA Nanoengineering 

toward Molecular Robotics」 

東京大学 

山上会館 
8 － 

詳細は http://arn.local.frs.riken.jp/UC10/ 

6月26日 第46回 自律分散システム部会研究会 立命館大学 3 48 

講演：「ヒトはなぜ模倣するのか？」（京都大学大学院 明和政子氏） 

講演：「ロボットの身体運動パターンの記号化から言語への展開」（東京大学大学院 高野渉氏） 

講演：「教師なし形態素解析とその周辺」（NTTコミュニケーション科学基礎研究所 持橋大地氏） 

7月22日 第4回ヒューマンマシンシステム研究会 京都大学東京オフ

ィス 

2 10 

 
・話題提供：「Harmonious Driving Navigatorの開発」（トヨタ自動車・竹内彰次郎氏） 

・話題提供：「夜間時視覚支援システムに対するリスク補償行動」（京都大学・平岡敏洋氏） 

7月30日 調査研究会 分子ロボティクス研究会 平成 22 年度 7

月例会 

東京工業大学田町

CIC 
4 25 

特別講演1：「遠心沈降によるリポソーム形成技術とその応用」（東京大学 豊田太郎 氏） 

特別講演2：「真性粘菌コンピューティング」（理化学研究所 基幹研究所 青野真士 氏） 

8月2日 

～3日 

第47回離散事象システム研究会 金沢学院大学サテ

ライト教室 

13 38 

特別招待講演：「教育環境における正課外活動の誘発」（金沢学院大学 岡田政則氏・飯田栄治氏） 

8月6日 

～8日 

第 16 回 創発システムシンポジウム「創発夏の学校

2010」 

（自律分散システム部会，知能工学部会，システム工学部会） 

インテック大山研

修センター 

5 57 
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チュートリアル講演：「自己駆動粒子の集団運動と非対称散逸系の動力学」（名古屋大学 杉山雄規氏） 

チュートリアル講演：「自由行動下の生体信号におけるバースト生成と病態」（東京大学 山本義春氏） 

チュートリアル講演：「記号創発システムへの構成論的アプローチ」（立命館大学 谷口忠大氏） 

チュートリアル講演：「不便の効用を活用するシステムデザイン論試案」（京都大学 川上 浩司氏） 

チュートリアル講演：「中国科挙史とエージェント・シミュレーション」（東京工業大学 寺野 隆雄氏） 

8月6日 

～8日 

第8回生体医工学サマースクール 立命館大学 － 22 

「スポーツ健康科学の最先端研究に学ぶ」をテーマに掲げ，若手研究者や医療関係者，ポスドク，大学院生，大学生を

対象として運動計測，健康計測に関する講演，並びにスポーツ健康科学部の設備を使った講習を実施した． 

9月13日 第6回リスク認知システム研究会 電気通信大学 1 8 

話題提供：「サッカーディック・イントルージョンを用いたメンタル・ワークロードの評価」（名古屋大学・徳田暁氏） 

9月23日 調査研究会 分子ロボティクス研究会 平成 22 年度 9

月例会 

東北大学川内キャ

ンパス 

4 17 

特別講演：「人工遺伝子回路：細胞をプログラムする」（東京工業大学 木賀大介 氏） 

特別講演：「アクトミオシンの運動のメカニズム」（東北大学 和沢鉄一 氏） 

9月23日 

～25日 

第25回生体・生理工学シンポジウム 岡山大学 159 268 

特別講演：「半導体コンプトンカメラGREIによる分子イメージング研究の発展：原子核物理学・天文学観測用装置か

ら医学利用へ」（岡山大学 榎本秀一氏） 

トピックス：特別企画として「BPES25周年記念フォーラム：SICEのライフサイエンス力とは」が開催され，SICE

におけるライフサイエンス系部会の将来等について活発な議論が行われた． 

9月25日 

～26日 

インテリジェント・システム・シンポジウム

（FAN2010） 

首都大学東京 230 400 

SICE为催，N.N.部会企画．20周年記念大会．特別講演：Dr.David Fogel (Natural Selection) 

9月28日 International Conference on Bioinformatics 2010 

(InCoB’10) の合同ワークショップ「Synthetic 

Biology and Molecular Robotics」 

早稲田国際会議場 4 － 

詳細は http://incob10.hgc.jp/ 

10月26日 調査研究会 分子ロボティクス研究会  平成22年度10

月例会 

電気通信大学 西 

9 号館 

4 32 

特別講演：「T4ファージの構造と感染機構」（東京工業大学 有坂文雄 氏） 

特別講演：「GPUによるインタラクティブ分子動力学シミュレーション」（電気通信大学  成見哲 氏） 

11月11日 第5回ヒューマンマシンシステム研究会 京都大学東京オフ

ィス 

2 

 

18 

 
・話題提供：「日常的作業行動における動機づけの情緒的側面とHI」（JR西日本・藤野秀則氏） 

・話題提供：「列車運転士の駅停止支援システムに関する研究」（日本大学・佐藤洋康氏） 

11月12日 

～13日 

細胞を創る研究会3.0 の協賛 東京大学生産技術

研究所 

－ － 

詳細は http://jscsr.org/sympo2010/ 

11月24日 

～26日 

システム・情報部門講演会2010（SSI2010） キャンパスプラザ

京都 

139 211 

招待講演「物語りのライプニッツ時空と情報土壌学の展望」京都大学名誉教授 片井 修 氏 

SICE50周年記念行事（为催：関西支部） 

1． 関西支部研究会活動紹介 

「安全安心の科学」研究会 京都大学 椹木哲夫 氏 

「プロセス制御のオープンシステム化」研究会 三菱電機（株） 中川晃一 氏 

2． パネルディスカッション「いかに研究開発の新領域を開拓するか」 

進化計算学会 小林重信 氏 

ヒューマンインタフェース学会 大須賀美恵子 氏 

システム制御情報学会，SICEシステム・情報部門 黒江康明 氏 

SICE 関西支部 石見勝弘 氏 

11月24日 計測自動制御学会 システム・情報部門学術講演会

（SSI2010） の国際セッション

「Bionanoengineering」 

京都キャンパスプ

ラザ 

4 － 

詳細は http://www.sice.or.jp/~i-sys/SSI2010/ 

11月25日 システム・情報部門学術講演会2010 

オーガナイズドセッション「先端ナチュラルコンピュ

ーティングとその応用」 

キャンパスプラザ

京都 

8 30 

12月4日 第47回 自律分散システム部会研究会 首都大学東京 3 24 

講演：「化学反応によって駆動される液滴運動」（千葉大学 北畑裕之氏） 

講演：「表面張力差で駆動される樟脳船の集団運動」（明治大学 末松 J. 信彦氏） 

講演：「振動反応で駆動する化学ロボット」（早稲田大学 前田真吾氏） 

12月9日 第48回離散事象システム研究会 名城大学名駅サテ

ライト 

12 － 
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12月21日 先端ナチュラルコンピューティングとその応用調査研

究会講演会「並列計算とロボティックス」 

広島国際大学呉キ

ャンパス 

４ － 

（２）④ システムインテグレーション部門 

12月24日 

～26日 

第10回システムインテグレーション部門講演会 芝浦工業大学 703 1061 

2009年度開催 2010年度決算 

1月23日 
福祉工学部会 第13回情報交換会 

鉄道弘済会義肢装

具サポートセンタ

ー 

－ 27 

担当：福祉工学部会 

2月4日 

～6日 

15th International Synmposium on Artificial Life 

and Robotics （共催） 

別府 － － 

2月17日 VRリハ研究会「第2回フレッシャーズ発表会」（共催） 日本医療保健大学 15 ② 

担当：VR工学部会 

2月21日 第5回研究成果学生発表会（研究講演会） （共催） 拓殖大学 15 38 

担当：ロボット・セラピー部会 

2月26日 

～28日 

TACTILE#3 （タクタイル展＃３）（共催） 東京都港区

K-Gallary 

8 320 

担当：触覚部会 

2月27日 第１回共創システム研究会 
早稲田大学機械工

学科会議室 

2 10 

担当：共創システム部会 

3月15日 

～16日 

第15回ロボティクスシンポジア 奈良・吉野山 － － 

日本機械学会，日本ロボット学会と輪番で開催 

4月7日 OMGジャクソンビル技術会議報告・検討会（共催） 機械振興会館 － － 

担当：ＲＴシステムインテグレーション部会 

5月2日 

～4日 

ロボカップジャパンオープン（共催） 大阪工業大学 － － 

担当：レスキュー工学部会 

計測自動制御学会賞 RoboCup Rescue 実機リーグ 1件 

計測自動制御学会賞 RoboCup Rescue シミュレーションリーグ 1件 

5月22日 
福祉工学部会 第14回情報交換会 

鉄道弘済会義肢装

具サポートセンタ

ー 

－ 33 

担当：福祉工学部会 

6月9日 安全回復システム部会研究会 東京大学 － 6 

担当：安全回復システム部会 

(日本機械学会ロボメカ部門安心安全・ロボット・メカトロニクス研究会との合同研究会) 

6月19日 

～25日 

ロボカップ世界大会 レスキュー部門（共催） シンガポール － － 

担当：レスキュー工学部会 

ロボカップレスキューシミュレーションリーグ計測自動制御学会国際賞 

ロボカップレスキューロボットリーグ計測自動制御学会国際賞 

6月22日 

OCHAHOUSE 見学会 

お茶の水女子大学

ユビキタスコンピ

ューティング実験

住宅 

－ 9 

担当：福祉工学部会 

6月28日 第2回共創システム研究会 
早稲田大学機械工

学科会議室 

2 17 

担当：共創システム研究会 

6月30日 OMGミネアポリス技術会議報告・検討会（共催） 機械振興会館 － － 

担当：ＲＴシステムインテグレーション部会 

7月4日 レスキューロボットコンテスト予選（共催） 神戸 － 530 

担当：レスキュー工学部会 

7月23日 触覚講習会（共催） 東京大学 15 90 

担当：触覚部会 

7月24日 第10回福祉アイディアコンテスト（協賛） 神奈川工科大学 22 80 

担当：ユニバーサルデザイン部会 

8月2日 第1回活火山エリア向け遠隔ロボット技術調査研究会 東京大学 － 27 

担当：活火山エリア向け遠隔ロボット技術調査研究会 

8月3日 講演・見学会（部会運営委員会） 東京大学 － － 

担当：環境とロボットのインタラクションデザイン調査研究委員会 

8月6日 レスキューロボットコンテスト本戦（共催） 神戸 － 5100 
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～8日 担当：レスキュー工学部会 

レスキューロボットコンテスト計測自動制御学会賞 

9月18日 共創システムシンポジウム2010  早稲田大学 － － 

担当：共創システム部会 

9月25日 
福祉工学部会 第15回情報交換会 

鉄道弘済会義肢装

具サポートセンタ

ー 

－ 24 

担当：福祉工学部会 

9月28日 OMGケンブリッジ技術会議報告・検討会（共催） 機械振興会館 － － 

担当：ＲＴシステムインテグレーション部会 

10月18日 

～22日 

IEEE/RSJ International Conference on Intelligent 

Robots and Systems (IROS2010) （共催） 

台北 － － 

10月25日 講習会「高分子アクチュエータ入門（イオン導電性高

分子アクチュエータ編）」 

東京電機大学 － － 

担当：ソフトマテリアル応用部会 

10月27日 第2回活火山エリア向け遠隔ロボット技術調査研究会 
筑波大学秋葉原キ

ャンパス 

－ 31 

担当：活火山エリア向け遠隔ロボット技術調査研究会 

11月1日 

～2日 

第5回力触覚の提示と計算研究会（共催） 東北大学 16 36 

担当：触覚部会 

11月6日 第３回共創システム研究会  － － 

担当：共創システム部会 

11月13日 第6回モーションメディアコンテンツコンテスト 京都工芸繊維大学 17 35 

担当：モーションメディア部会 

11月16日 触覚実感・交流フォーラム（共催） 富士ゼロックス 3＋15 150 

担当：触覚部会 

11月27日 

～28日 
ADVANTY2010 （シンポジウム）（共催） 

大阪科学技術センタ

ー 

28 45 

担当：インテリジェントビークル調査研究会 

11月28日 

～30日 

1st International Workshop on Cognitive 

Infocommunications (CogInfoCom2010)（共催） 

中央大学/ 

東京大学駒場 

－ － 

12月11日 レスキューコンテストシンポジウム（共催） 神戸 － － 

担当：レスキュー部会 

12月14日 OMGサンタクララ技術会議報告・検討会（共催） 機械振興会館 － － 

担当：ＲＴシステムインテグレーション部会 

12月15日 第3回活火山エリア向け遠隔ロボット技術調査研究会 都市小屋「集」   
担当：活火山エリア向け遠隔ロボット技術調査研究会 

12月21日 

～22日 

IEEE/SICE International Symposium on System 

Integration (SII2010) （共催） 

東北大学 － － 

12月23日 

 ～25日 

第11回システムインテグレーション部門講演会 東北大学 － － 

決算の都合上，翌年度に精算 

12月24日 RTミドルウエアコンテスト2010 （共催） 東北大学 － － 

担当：RTシステムインテグレーション部会 

計測自動制御学会RTミドルウエア賞（副賞10万円）1件 

12月24日 ワークショップ：歩行障害の克朋に向けて―足こぎ車

いすの応用―（共催） 

東北大学 － － 

担当：福祉工学部会 

（２）⑤ 産業応用部門 

2月9日 JPCERT/CC为催 

制御システムセキュリティカンファレンス2010 

都市センターホテ

ル 

― 80 

ネット部会で「制御システムにおけるセキュリティ役割分担の取り組み」を発表し，パネルディスカッションにパネラ

ーで参加． 

5月27日 よく見る会 近郊見学会 産総研臨海副都心センター AISTお台場 ― 9 

デジタルヒューマン研究センターを見学． 

6月15日 よく知る会 神奈川科学技術アカデミー KAST川崎市 ― 13 

光触媒，人工骨の研修センターを見学． 

8月19日 SICE Annual Conference 2010 Grand Hotel(台北) ― 30 

http://www.si-sice.org/si-intl2010/
http://www.si-sice.org/si-intl2010/
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～20日 ネット部会でOS「Challenges for Information Sharing on Industrial Network」を日本電気計測器工業会(JEMIMA) 

PA/FA計測制御委員会と共同で企画・開催，投稿10編 

流体計測部会でOS「FLUCOME-J」を開催，投稿6編 

9月2日 

～3日 

よく見る会 遠方見学会  兵庫播磨神戸 ― 15 

理化学研究所 スプリング８，三菱重工 高砂製作所，神戸市バイオガス施設見学． 

11月9日 2010年度産業応用部門大会および部門賞表彰式 東京工業大学 7 130 

トピックス：部門大会は一般講演，技術交流会を行い，各部会のシンポジウムと合同で開催した． 

11月9日 産業システムシンポジウム 東京工業大学 7 130 

テーマ：「運転操業に安心をもたらす監視制御技術トピックス」と題して，下記７件の講演発表が行われた． 

・基調講演：「プラント運転学のすすめ」（奈良先端科学技術大 西谷氏） 

・招待講演：「近年の運転操業への取り組み」（出光興産 樋口氏） 

・招待講演：「アラームシステムの役割と適正化に向けての性能評価」（山武 高井氏） 

・招待講演：「運転データを活用したＰＩＤ制御とその応用」（ＡＤＡＰＴＥＸ 小比賀氏） 

・招待講演：「ディペンダブルな制御系の実現を目指して」（農工大 山下氏） 

・招待講演：「ディペンダブル制御系の化学プラントでの可能性」（三菱化学 青山氏） 

・招待講演：「監視制御システムとサイバーセキュリティー」（クーパー・インダストリーズ・ジャパン 上原氏） 

産業応用部門と制御部門とのはじめての協賛による開催であったが今後，相互関係を深めていくこととなった． 

トピックス：産業応用部門大会と併設で開催した． 

11月9日 計測・制御ネットワークシンポジウム 東京工業大学 ― 130 

テーマ：「産業オートメーションにおける情報連携に向けた最新動向」と題して，関連する８件の講演発表が行われた． 

トピックス：産業応用部門大会と併設で開催した． 

11月9日 第11回 流体計測制御シンポジウム 東京工業大学 11 130 

基調講演：「フルイディクスがもたらしたものとその展望」の他，一般講演として11件の講演発表が行われた． 

トピックス：産業応用部門大会と併設で開催した． 

11月19日 MOF(Manufacturing Open Forum) 2010 東京ビッグサイト － － 

ネット部会でパネルディスカッション「エネルギー利用効率向上に向けた現場見える化の要求」を企画． 

12月9日 

 

計測制御エンジニア講習会 三菱化学本社 ― ― 

先進的制御技術及び管理技術に関係する6件のテーマの発表があった． 

 

（３）支部事業（旧法人 支部関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（３）① 北海道支部 

2月22日

～23日 

第42回北海道支部学術講演会 北海道大学 50 65 

2月22日 特別講演会 北海道大学 1 65 

講師：田中一男氏（電気通信大学・教授），題目：「工学者の視点からのBrain-Machine Interface の構築― 脳波で操

作する車椅子システムの開発 ―」 

2月23日 特別講演会 北海道大学 1 65 

講師：原辰次氏（東京大学・教授），題目：「マルチエージェントシステムの分散協調制御：一般化周波数変数を持つ動

的システム表現に基づく性能解析と応用」 

3月5日 講演会（アシスティブテクノロジー講演会） 北海道大学 3 40 

为催：スマートスーツ研究会 

1. 太田 進氏（名古屋大学・助教）『セラバンドを用いた膝関節装具』 

2. 三好孝典氏（豊橋技術科学大学・准教授）『ワイヤ懸架式パワーアシストシステムの開発と産業応用』 

3. 横井浩史氏（電気通信大学・教授）『反射型FESと機能性衣料による歩行補助』 

7月7日 講演会 北海道大学 1 30 

共催：計測自動制御学会北海道支部，精密工学会北海道支部 

藤吉弘亘氏（中部大学・准教授）『物体認識のための画像局所特徴量』 

11月26日 講習会（RTミドルウェア講習会） 北海道大学 1 20 

神徳徹雄氏（産総研）によるRTミドルウェアの講習． 

SICEインセンティブプランとして実施する． 

（３）② 東北支部 

1月25日 第255回研究集会 (特別講演会) 東北大学 2 15 

特別講演「ホログラフィによる熱変形，振動計測とその3D図形表示」（東北文化学園大学 谷口 正成 氏） 

特別講演「ゲームをプレイするロボット」（八戸工業大学 苫米地 宣裕 氏） 

3月12日 第256回研究集会 東北大学 8 ― 

5月31日 第257回研究集会 岩手大学 13 70 

6月24日 第258回研究集会 八戸工業大学 19 44 

7月9日 第259回研究集会 秋田県立大学 11 ― 

10月29日 第260回研究集会 山形大学 23 ― 
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11月17日 第261回研究集会 福島大学 7 ― 

11月25日 日本原燃(株)原子燃料サイクル施設 見学会 青森県六ヶ所村 ― ― 

SICE 50周年記念事業の支援を受けた． 

12月23日 第262回研究集会 東北大学 13 ― 

（３）③ 中部支部 

主催行事 
1月9日 中部支部第41期（平成22年度）総会・特別講演会 愛知県産業労働セ

ンター（ウィンクあ

いち）11階中会議室

1103 

― ― 

特別講演：「生物時計の制御メカニズム」豊橋技術科学大学 学長 榊佳之 氏   

2月26日 SICE中部支部第1回出張無料講演会 GAC 株式会社穂高

工場H101会議室 

― ― 

「非侵襲生体計測技術の新展開－超高齢社会とユビキタス・ヘルスケア－」金沢大学理工研究域 機械工学系 教授 

山越憲一 氏 

4月16日 SICE中部支部第1回制御理論研究会セミナー 名古屋大学工学部 

２号館航空会議室 

― ― 

講演１：「Stability of large-scale interconnected systems, Small-gain conditions, the comparison principle」 

Bjorn Ruffer博士（メルボルン大） 

4月27日 SICE中部支部三重地区研究委員会 三重大学工学部大

会議室 

― ― 

講演「ハイブリッド動的システム論に基づく人間行動モデルの同定と行動解析」名古屋大学情報科学研究科/JST 

CREST 研究員 奥田 裕之 

6月2日 平成22年度 第1回 統合知能メカトロシステム講演
会・見学会 

日本車輌製造(株)豊

川製作所 

― ― 

講演１：「ハイブリッド電気自動車の電動駆動系について」大同大学工学部 教授 稲熊 幸雄 氏 

講演２：「新幹線車両の最近の技術動向」日本車輌製造(株) 鉄道車輌本部技師長 伊藤 順一 氏 

見学： Ｎ７００系新幹線製造ライン 

6月8日 第2回制御理論研究会セミナー 名古屋大学工学部

３号館342号室 

― ― 

講演１：「制御系の不変性および伝達情報の変換による遠隔制御法」小木曽 公尚君（奈良先端科学技術大学院大学） 

講演２：「生物制御の原理に基づく学習法 Tacit learning とその未知環境への適応能力」下田 真吾君（理化学研究所） 

6月18日 SICE 静岡地区研究委員会 静岡大学工学部図

書館 2 階視聴覚室 

― ― 

講演題目：制御理論を利用したインフライトシミュレータ用飛行制御則設計の現状と今後の課題 

講演者：佐藤昌之 先生 （JAXA） 

7月29日 第1回 計測自動制御学会中部支部 
振動制御を考慮した高速搬送システムの研究委員会 

豊橋技術科学大学

D棟4階412号室 

― ― 

「空気圧アクチュエータの制御における課題と対策事例」（14:00～15:30） 小嵜 貴弘 先生（広島市立大学） 

「船舶制御への非線形サンプル値制御の適用」（15:40～17:10） 片山 仁志 先生（静岡大学） 

8月3日 第92回 計測自動制御学会中部支部 
電機計測制御システム研究委員会 

名古屋工業大学 

6号館11階 

大会議室 

― ― 

テーマ「最近のモータ設計と制御」（１）「直接トルク制御による永久磁石同期モータの高性能制御～シンプルかつ高性

能なモータ駆動システムを目指して～」井上 征則 （大阪府立大学） 

（２）「位置センサレス制御に適した埋込磁石同期モータの電磁設計」加納 善明 （豊田工業高等専門学校） 

8月6日 第2回 計測自動制御学会中部支部 
静岡地区計測制御研究委員会 

静岡大学工学部図

書館 2 階視聴覚室 

― ― 

「小型はばたきロボットの実現に向けて」 

菊池耕生 先生 （千葉工業大学 工学部 未来ロボティクス学科） 

8月30日 第3回 計測自動制御学会中部支部 
静岡地区計測制御研究委員会講演会 

静岡大学浜松校

舎・システム工学科

会議室317号室 

― ― 

テーマ：神経科学に基づくロボット制御と将来の外科手術・遠隔医療応用 

講演題目：「上行性網様体賦活系路の活性化による運動器能力の向上」講師：小林徳行（医師，医学博士） （日本医
科大学麻酔科講師） 

講演題目：多軸ヒンジ機構を基盤とする次世代手術ロボット」講師：堀江三喜男（工学博士） （東京工業大学精密工

学研究所・教授） 

9月3日 計測自動制御学会中部支部オープンラボ・テクノ・フ
ェア名大2010 

名古屋大学豊田講

堂 

― ― 

研究シーズ・研究成果展示・基調講演・展示研究内容概要説明（ミニ講演）研究室見学  

10月29日 中部支部シンポジウム 信州大学繊維学

部・講堂 

― ― 
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－特別講演：「Application of Stem Cell and Silk Protein in Tissue Engineering」 

中国蘇州大学 副学長 蘇州大学生物技術研究所 張 学光 教授 

－チュートリアル特別講演：「GPUプログラミングと遺伝的アルゴリズム」 

大阪府立大学大学院 理学系研究科 藤本典幸 教授 

－ワークショップ特別講演：「スワームロボティクス-人工生命から20年経て」 

広島大学大学院 工学系研究科 大倉和博 教授 

－ポスターセッション：ポスター発表，製品展示，技術発表 

11月1日 第２回振動制御を考慮した高速搬送システムの研究委
員会 

豊橋技術科学大学 

D棟4階412室 

― ― 

「局所回帰モデルと燃焼物理モデルのアプローチによるエンジン制御システムの開発」小川 雅俊 先生（早稲田大学） 

11月15日 第3回制御理論ワーキングセミナー 名古屋大学工学部 2

号館222講義室 

― ― 

題 目：生体に倣った機械システムの制御 

中山 学之 氏（名古屋工業大学） 

題 目：逐次的ランダマイズドアルゴリズムによるロバスト最適化 

  和田 孝之 氏（鈴鹿工業高等専門学校） 

11月19日 電機計測制御技術ワーキングセミナー 名古屋工業大学 

19号館1階会議室 

― ― 

プログラム：テーマ「力覚・触覚」 

（１）「ロボットが全身で力覚・触覚を検知するための技術」辻 俊明 氏 （埼玉大学） 

（２）「力覚フィードバック制御技術とその医療支援応用」下野 誠通 氏 （横浜国立大学） 

11月19日 統合知能メカトロシステム講演会・見学会 飛島コンテナ埠頭
株式会社 

ユニバーサル造船

株式会社 津事業所 

― ― 

講演題目：「日本初自働化コンテナターミナルについて」 

講師：加藤 眞人 氏（飛島コンテナ埠頭（株）代表取締役社長） 

講演題目：造船現業におけるFA 設備の導入状況および今後について 

講師：駒田 周治 氏（ユニバーサル造船（株）技術研究所 生産技術研究室 为席研究員） 

11月20日 教育工学研究会・シンポジウム講演 名城大学天白キャ

ンパス 

― ― 

募集テーマ：理工系高等教育志望者低減への対策 」等． 

11月22日 振動制御を考慮した高速搬送システムの研究委員会 
第2回終了企画 出張無料講演会 

シンフォニアテク
ノロジー株式会社 

豊橋製作所 

― ― 

1.「回転軸系に発生する非線形共振の解析と制振」井上 剛志 先生（名古屋大学） 

2.「マルチボディダイナミクスとその応用」杉山 博之 先生（東京理科大学） 

11月30日 計測自動制御学会中部支部講習会「極限世界における
生命維持」 

豊橋技術科学大学
総合研究実験棟 

9回・セミナー室 

― ― 

１．宇宙空間での生命維持    

講師：宇宙航空研究開発機構 立原悟 氏 

２．深海での生命維持 

  講師：海洋研究開発機構 三輪哲也 氏 

12月3日 計測自動制御学会中部支部見学会 中部国際空港セン

トレア気象台と航

空局 

― ― 

中部空港セントレアの気象台と航空局の見学会 

12月4日
～5日 

電機計測制御技術ワーキングセミナー 中部大学研修セン

ター 

― ― 

集計中 

12月6日 SICE中部支部三重地区研究委員会講演会 三重大学講堂小ホ

ール 

27 ― 

講演会 

12月10日 計測自動制御学会中部支部研究会 キューピー㈱挙母

工場 

― ― 

①題目「食品工場におけるＦＳ/ＦＤの取り組み」講師：神路祇 司氏(キューピー㈱清算本部清算技術部部長 

②題目「ネジとナットランナのお話し」 

講師：澤 俊勝氏(澤技術士事務所代表) 

12月25日 計測自動制御学会静岡地区研究発表会 静岡大学浜松キャ

ンパスシステム工

学棟 

― ― 

研究発表会 

共催・協賛行事 

1月22日 第111回講習会 名古屋大学  

講堂会議室 

― ― 
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为催学協会(日本機械学会東海支部) 

「技術士への道」 日本技術士会中部支部 間瀬雅彦 氏 

「H-ⅡAロケットの製作から打ち上げまで」 三菱重工業 奈良登喜雄 氏 

「微小歯車の技術開発からの挑戦」 樹研工業 松浦元男 氏 

「3代目プリウス～二律背反へのチャレンジ」 トヨタ自動車 大塚明彦 氏    ． 

1月27日 平成21年度専門講習会 ローズコートホテ

ル（名古屋市） 

― ― 

为催学協会(電子情報通信学会本部電子情報通信学会東海支部) 

「EMC問題の現状」 電波環境協議会 池田哲夫 氏 

「家電におけるEMCの問題」～インバータ機器，IH機器，電子レンジ，太陽光発電など～ 

 東芝ホームアプライアンス株式会社 野田臣光 氏 

「通信におけるEMCの問題」 NECシステム実装研究所 原田高志 氏 

 ～RFID，携帯電話，実装技術など～ 

「自動車におけるEMCの問題」～パワートレイン機器，車内LANなど～ トヨタ自動車株式会社 野島昭彦 氏 

「電子機器に関するEMC規制の動向」～妨害波・イミュニティの測定法，標準化など～ 

 NTTアドバンステクノロジ株式会社 朋部光男 氏     

1月29日 第69回見学会 三菱自動車工業㈱

名古屋製作所/技術

センター 

― ― 

为催学協会(日本設計工学会当会支部) 

電気自動車 i-MiEVに関する講演と i-MiEVの実車確認ならびに試乗  

講演：「i-MiEVの概要」，見学：i-MiEV実車説明と試乗 

5月21日 見学会・特別講演会 オーエスジー株式

会社大池工場 

― ― 

为催学協会(精密工学会当会支部日本機会学会東海支部) 
講演１：「切削工具用セラミックコーティング」 技術部開発グループ 戸井原孝臣 氏 

講演２：「最新切削工具の加工事例」 企画部ＣＳセンター 菅原清 氏 

見学： 超硬エンドミル，超硬ドリル製造ライン 

5月28日 
 

シンポジウム 名城大学 11 号館 1

階第1会議室 

― ― 

为催学協会(日本設計工学会当会支部) 

講演１：｢低炭素社会を設計する｣ 
  京都大学 教授 松岡 譲 氏 

講演２：｢2050年を見据えた太陽電池技術開発｣  東京工業大学 教授 小長井 誠 氏 

講演３：｢次世代高性能蓄電システム技術の開発｣  三重大学 教授 武田 保雄 氏 

講演４：「低炭素社会に向けての石炭火力発電技術」  中部電力株式会社 田中 雅 氏． 

6月18日 第145回見学会 三菱重工業㈱名古

屋航空宇宙システ

ム製作所 飛鳥工

場 

― ― 

为催学協会(機会学会東海支部) 

「H－ⅡBプロジェクトの紹介」とロケット組立て見学 

7月6日 第112回講習会 名古屋大学シンポ

字音ホール 

― ― 

为催学協会(機械学会東海支部) 

「技術英語の文法と基礎（日本語で講演）」 

 名古屋工業大学 工学教育総合センター 教授 小山 由紀江 氏 

「英語によるプレゼンテーション（英語で講演／質問は日本語可）」 

 名古屋大学 准教授 Edward T.Haig 氏 

「科学英語と技術論文 （英語で講演／質疑）」 名城大学 教授 Petros Abraha氏 

7月8日 第70回 見学会 (財)鉄道総合技術研

究所 風洞技術セ

ンター 

― ― 

为催学協会(日本設計工学会当会支部) 

ビデオによる設備の概要説明 

風洞設備見学 

9月3日 講習会（全4講座中の１つめ）「未来工場へのアプロー
チ」 

アイコクアルファ

㈱名古屋事務所 

― ― 

为催学協会(精密工学会東海支部) 

『ロボットによる先進工場への取組み』 

 (株)デンソーウェーブFA開発センター为幹 榊原 聡 

『未来工場への知能化技術』 (岐阜大学教授 山本 秀彦) 

『生産管理スケジューリング』 (名古屋大学准教授 樋野 励) 

『ヴァーチャルファクトリー・ソフトDELMIA による生産工程の最適の実習』（アイコクアルファ㈱MS事業部） 

9月13日 講習会（全4講座中の2つめ）「振動切削」」 名古屋大学工学部 2

号館2階221室 

― ― 

为催学協会(精密工学会東海支部) 

『基礎的な切削機構，振動切削の機構と難削材料/難削形状加工への応用』(名古屋大学教授 社本英二,講師 鈴木教和) 

『楕円振動切削技術と金型材料の超精密/微細加工への応用』(名古屋大学教授 社本英二,講師 鈴木教和) 
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9月14日 講習会（全4講座中の3つめ）「自動化技術」 名古屋大学工学部 2

号館2階221室 

― ― 

为催学協会(精密工学会東海支部) 

『デジタル計測と周波数解析』(名古屋大学教授 社本英二,講師 鈴木教和) 

『アクチュエータとサーボ機構』(名古屋大学教授 社本英二,講師 鈴木教和) 

9月21日 第145回見学会 株式会社浅沼技研 ― ― 

为催学協会(日本機械学会東海支部) 

講演『世界に通用する「ものづくり」を目指して』 

講師：㈱浅沼技研 代表取締役社長 浅沼 進氏 

9月27日 第4回ウェーブレット解析・応用研究会 ワークショ
ップ 講演会 

豊橋技術科学大学 

講義棟A1-101 

― ― 

为催学協会(豊橋技術科学大学ウェーブレット解析・応用研究会) 

・特別講演会（招待講演 ２件） 

招待講演１ 講師：李鹿 輝 氏（山形大学）ウェーブレット解析の流体工学への展開（仮） 

招待講演２ 講師：井川 信子 氏（流通経済大学） 

聴性誘発脳波解析への応用（仮） 

・一般講演 以下の分野に関する研究発表を募集いたします． 

ウェーブレット解析の基礎理論 

ウェーブレット変換による信号や画像の処理・解析理論と実装 

ウェーブレット変換による信号や画像の処理・解析の産業応用・工学応用 

9月30日 講習会（全4講座中の4つめ）「プラズマを利用した薄
膜製造技術とトライボロジー特性の評価」」 

名古屋大学ベンチ

ャービジネスラボ

ラトリー 3F ﾐｰﾃｨﾝ

ｸﾞﾙｰﾑ 

― ― 

为催学協会(精密工学会東海支部) 

『トライボロジーとその評価方法』 

（名古屋大学教授 梅原徳次） 

『プラズマ・イオンプロセスによる成膜の基礎』（名古屋大学准教授 上坂裕之） 

『マイクロ波のプラズマ-シース境界伝搬を利用した細穴内面DLC成膜』（名古屋大学准教授 上坂裕之） 

『硬質膜の硬さ，組成，摩擦係数及び比摩耗量の評価』（名古屋大学助教 野老山貴行） 

10月29日 第113回講習会「英語によるプレゼンテーションの実
践」 

名古屋工業大学講

堂会議室 

― ― 

为催学協会(機械学会東海支部) 

講演スライドの作り方(講演日本語) 遠藤 守 (中京大学) 

E-mailによる効果的なコミュニケーション 

スティーブン・E・クアシャ (椙山女学園大学) 

10月29日
～30日 

平成22年度特別講演会と見学会 見学会：武藤工業

(株)諏訪工場 

特別講演会：信州下

諏訪温泉ホテル山

王閣会議室 

― ― 

为催学協会(日本設計工学会東海支部) 

印刷幅2.6mの超大型プリンタあるいは厚板にも印刷できる大型プリンタについての説明･デモンストレーションと製
造ラインの見学 

特別講演会『シルクの歴史と技術』 

信州大学繊維学部創造工学系 教授 森川 英明 氏 

諏訪地方の技術探訪 

11月12日 講習会・見学会・特別講演会 ＮＴＮ株式会社 産
機技術開発センタ

ー 

 

― ― 

为催学協会(精密工学会東海支部) 

①「工作機械の動向と为軸軸受の適用技術」 

産業機械事業本部 産業機械技術部 为査 多胡 浩史 

②「セラミック内輪高速円筒ころ軸受の開発」 

要素技術研究所 トライボロジーグループ 为査 古林 卓嗣 

「桑名製作所 軸受製造工程」 

11月24日 第6回座談会「和の科学・技術・技能から学ぶ」 名城大学名駅サテ

ライト多目的室 

― ― 

为催学協会(日本機械学会東海支部) 

『世界を制した日本的技術発想』株式会社 工業調査会 相談役 志村 幸雄 

『江戸の天文測量機器に見る科学技術のめばえ』和算小説家 鳴海 風 

『からくり人形の伝承と実演』からくり人形師 玉屋庄兵衛 

『刀剣類の製作について』刀匠  丹羽 清吾 

12月10日 第29回イーブニングセミナー「最新リスクマネジメン
ト～品質管理から地球環境まで～ 

名古屋大学ベンチ

ャー・ビジネス・ラ

ボラトリー3階ベン

チャーホール 

― ― 
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为催学協会(機械学会東海支部) 

「品質問題を無くす設計と設計審査」（株）デンソー 機能品技術２部品質リーダー 本田陽広 氏 

「地球温暖化問題のゆくえ」財団法人 電力中央研究所環境科学研究所 为任研究員 横山 隆壽 氏 

1月21日 第114回講習会「福祉機器の現状と将来動向」 名城大学名駅サテ

ライト多目的室 

― ― 

为催学協会(日本機械学会東海支部) 

『健康工学創成に向けて』神戸大学大学院 教授 羅 志偉 氏 

『歩行補助ロボットの制御とリハビリテーションへの応用』名古屋大学 エコトピア科学研究所 副所長・教授 大日方 

五郎 氏 

『作業支援パワーアシストスーツの開発』パナソニック社内ベンチャー企業 アクティブリンク株式会社 

代表取締役社長 藤本 弘道 氏 

『上肢支援型起立動作補助装置の開発』岐阜大学大学院 教授 山田 宏尚 氏 

『ユーザ起点の電動車いす開発』名城大学 講師 塚田 敦史 氏 

（３）④ 北陸支部 

1月14日 特別講演会 金沢都ホテル 1 12 

「確率的制御理論から符号理論へ」(富山大学 田島 正登 氏) 

1月23日 ニューラルネットワークフォーラム2010 福井大学 3 30 

共催事業 

3月10日 日本機械学会北陸信越支部総会・講演会 新潟大学 276 427 

共催事業，特別講演：「トキの野生復帰の現状」(新潟大学 永田 尚志 氏) 

6月29日 支部講演会 福井大学 1 37 

「On Representation and Deformation of Discrete Surface 」(離散曲面の表現と変形について) (Tel-Aviv大学 David 

Levin 氏) 

8月2日 

～3日 

第47回離散事象システム研究会 金沢学院大学サテ

ライト 

19 38 

共催事業 

9月11日

～12日 

平成22年度電気関係連合学会北陸支部連合大会 福井工業高等専門

学校 

329 558 

招待講演：「マニピュレータの経路計画」(福井大学 田村 信介 氏) 

9月11日

～12日 

平成22年度電気関係学会北陸支部連合大会優秀論文発表賞 ― ― ― 

授賞：富山県立大・国宗 高志「局所輝度符号化法を用いた虹彩認証」 

10月15日 支部講演会 金沢工業大学 1 53 

「シリコンウェハ搬送ロボットの動作切り換え制御」(長岡技術科学大学 平田 研二 氏) 

10月22日 支部講演会 北陸先端科学技術

大学院大学 

1 14 

「量子化制御：動的量子化器によるアプローチ」(京都大学 東 俊一 氏) 

10月27日 支部講演会 横河電機(株)金沢事

業所 

1 39 

「並列演算技術の最新動向 －GPUによるハイパフォーマンスコンピューティング」((株)フィックスターズ 浅原 明

広 氏) 

11月5日 支部講演会 富山県立大学 1 ― 

「不便を活用するシステムデザイン」(京都大学 川上 浩司 氏) 

12月3日 平成22年度 産学学術交流会議 福井大学 5 ― 

「北陸地区産学官連携の現状と課題」というテーマで講演数 5，展示 6社，懇親会を予定． 

12月4日 次世代センサ協議会「センサにおける複合技術化研究

会」 

金沢大学サテライ

トプラザ 

3 ― 

共催事業 

（３）⑤ 関西支部 

1月15日 シンポジウム｢若手研究発表会｣ 常翔学園大阪セン

ター 

39 63 

・４件の特別講演のテーマ：企業研究者の視点 

・優秀発表３件を表彰 

1月28日 特別講演会 中央電気倶楽部 2 41 

(1)｢逆を解くｼｽﾃﾑ・制御・情報技術 ‐ﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽからﾓﾃﾞﾙﾌﾘｰへ｣ （京工繊大 黒江教授） 

(2)｢自動車制御における現状の困難と将来の動向｣  （トヨタ自動車株 大畠理事） 

7月13日 講習会「ナノ・マイクロスケール研究の最新の動向」 常翔学園大阪セン

ター 

4 25 

｢MEMSを用いたナノスケールの材料計測｣（京大・土屋准教授） 

｢原子間力顕微鏡を用いた原子レベルでの物性計測と原子操作｣（阪大：阿部准教授） 

｢生体分子の機能動態を可視化する高速AFM技術｣（金沢大：内橋准教授） 

｢MEMS+ICの統合シミュレーション｣（丸紅情報システムズ㈱：宮下氏） 

10月1日 見学会 岡山地区 ― 34 
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 三菱自動車水島製作所，ナカシマプロペラ玉野工場，中国電力水島火力発電所，キリンビール岡山工場，他を見学 

10月6日 

～8日 

計測展2010 OSAKA出展 グランキューブ大

阪 

― 約100 

計測展でのSICE出展の中で，関西支部の活動をパネル，支部刊行物等により紹介． 

講演「計装システム最新事情-汎用シーケンサによるシーケンス制御とループ制御の統合」 

｢プロセス制御のオープンシステム化｣研究会（三菱電機：中川氏） 

11月24日

～26日 

（予定） 

システム・情報部門学術講演会の共催 キャンパスプラザ

京都 

3 ― 

(1)｢プロセス制御のオープンシステム化｣をテーマとして，オーガナイズドセッションを実実施（発表５件）． 

(2)特別セッションにて，関西支部の研究会活動の紹介 

・｢安全・安心の科学｣研究会（京大：椹木教授） 

・｢プロセス制御のオープンシステム化｣研究会（三菱電機：中川氏） 

(3) パネルディスカッション，テーマ「いかに研究開発の新領域を開拓するか」 

 パネリスト：システム制御情報学会，ヒューマンインタフェース学会，進化計算学会，SICE システム･情報部門，

関西支部から各１名 

（３）⑥ 中国支部 

1月19日 特別講演会 岡山大学 1 50 

超速ハイパーヒューマンロボット：金子 真（大阪大学） 

1月12日 講演会（为催） 岡山大学 1 38 

Neurophysiological Basis for Brain-Machine interface: motor, sensory and cognitive rehabilitation and 

limitation：Jiping He（Arizona State University） 

4月9日 講演会（为催） 岡山大学 1 27 

Early diagnosis for Alzheimer's disease and other forms of dementia: clinical needs, limitations and future 

aspects：Yong Shen（Sun Health Research Institute） 

5月21日 講演会（为催） 山口大学 1 40 

脳波自動判読システムの開発：中村 政俊（佐賀大学） 

5月22日 講演会（为催） 広島大学 1 41 

ＲＴとＩＴを基盤とした国際救助隊サンダーバードを目指して：松野文俊（京都大学） 

5月31日 講演会（为催） 岡山県立大学 1 13 

グローカル制御に向けて：大規模ネットワーク系の分散協調制御，原 辰次（東京大学） 

7月15日 講演会（为催） 岡山県立大学 1 15 

Vibration reduction in civil engineering structures by using semiactive control：Ningsu Luo（University of Girona） 

9月29日 チュートリアル講演会「生体信号の計測と応用」 岡山大学 3 57 

脳画像計測とその応用：河内山 隆紀（(株)ATR-Promotions），筋電図計測における新しい展開 －脳–筋コヒーレンス

解析－：村山伸樹（熊本大学），脳波計測とその応用：飛松省三（九州大学） 

11月27日

～28日 

第19回計測自動制御学会中国支部学術講演会 島根大学 99 196 

特別講演：「人間･ロボット共生空間の創生に基づく次世代介護ステーションの開発」（豊橋技術科学大学 寺嶋一彦） 

チュートリアル講演：「台車移動幅の制限を考慮した直列および並列型二重倒立振子の安定化制御」（島根大学 吉田和

信） 

9月17日 見学会（为催） マツダ(株) 

広島本社工場 

― 13 

水素自動車と水素ステーション，マツダミュージアム，車両組み立て，ならびにロータリーエンジンの組み立ての見学 

― グループ研究会 ― ― ― 

9 件のグループ研究会を立ち上げた．(1)AV 環境における計測制御研究会（代表：県立広島大学 生田 顕），(2) イ

ンテリジェント制御研究会（代表：岡山県立大学 忻 欣），(3) 岡山地区計測制御研究会（代表：岡山大学 鄧 明

聡），(4) 機械システム制御研究会（代表：広島大学 佐伯正美），(5) 人間・情報・システム研究会（代表：岡山大学 

村田厚生），(6) 瀬野川地区グループ研究会（代表：広島国際学院大学 宗像経博），(7) 生活支援用計測制御技術研究

会（代表：山口大学 田中幹也），(8) 津山地区計測制御研究会（代表：津山工業高等専門学校 井上浩行），(9) 福山

地区グループ研究会（代表：福山大学 清水 光） 

1月21日 講演会（共催） 山口大学 1 120 

スマートグリッドとパワーエレクトロニクス：赤木泰文（東京工大学），電気学会中国支部为催 

5月20日 講演会（共催） 山口大学 1 100 

GaNへテロ接合トランジスタの特長とインバータ展開：橋詰 保（北海道大学），電気学会中国支部为催 

6月30日 講演会（共催） 岡山大学 1 57 

ソフトウェアの品質確保のためのテストからのアプローチ：片山徹郎（宮崎大学），情報処理学会中国支部为催 

7月2日 講演会（共催） 岡山大学 1 48 

大学の情報基盤とIT技術 －ネットワークと学術コンテンツ－：安達 淳（情報学研），情報処理学会中国支部为催 

7月16日 講演会（共催） 広島工業大学 1 100 

倫理綱領が映し出す電気系技術者への社会的期待：松木純也（福井大学），電気学会中国支部为催 

9月10日 講演会（共催） 広島大学 1 30 

An Integrated Competitive-Approach for the Remuneration of VAR Producers  in an Open-Access 

Environment：El-Said El-Sayed El-Araby（Qassim University），電気学会中国支部为催 
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10月26日 講演会（共催） 広島工業大学 1 30 

人間－機械協調システム －自動車の運転支援装置を題材に－：梅村祥之（広島工大学），電気学会中国支部为催 

10月7日 見学会（共催） バブコック日立(株) 

第1・第2工場 

－ 36 

電気学会中国支部为催 

11月30日 見学会（共催） バブコック日立(株) 

第1・第2工場 

－ 22 

電気学会中国支部为催 

（３）⑦ 四国支部 

5月24日 講演会 徳島大学蔵本キャ

ンパス 

― ― 

Physics of Proton and Proton Therapy System（Dr. Kazumichi Suzuki Associate Professor, Department of 

Radiation Physics,The University of Texas, M. D. Anderson Cancer Center） 

7月9日 講演会 徳島大学工学部 ― ― 

物理量推定手法を用いたアクチュエ―タの制御技術（職業能力開発総合大学校准教授 高橋 久 氏） 

9月16日 講演会 香川大学工学部 ― ― 

自動車ドライバの運転パフォ―マンスの変動を考慮した運転支援システムの事故低減確率計算モデル（大同大学工学部 

総合機械工学科教授 山田 喜一氏） 

11月19日 企業見学会（日亜化学工業，藤崎電機） 徳島県阿单市 ― ― 

 

11月20日 四国支部学術講演会 阿单高専 ― ― 

特別講演： 

「ウェ―ブレット変換を用いた PWL システムのトランジションタイムの推定手法とその検証」（新居浜工業高等専門

学校助教 柏尾知明氏） 

「分散型ヒュ―マンマシンインタフェ―スシステム」（シンビオ社会研究会会長，京都大学名誉教授 吉川榮和氏） 

（３）⑧ 九州支部 

1月8日 研究会 九州工業大学天神

サテライトキャン

パス  

3 15 

講師：長岡技術科学大学 平田研二 氏 

題目: 切り換えシステムの入出力ゲイン解析 

講師: 琉球大学 半場滋 氏 

題目：非線形離散時間システムの一様可制御性・一様可観測性とモデル予測制御 

講師: 名古屋大学 軸屋一郎 氏 

線形周期システムの正準分解に関して 

3月1日 講演会 佐賀大学 1 ― 

講師：King's College London, UK.  Lakmal Seneviratne 氏 

題目：Modelling and Control of Robotic Interactions with Complex Dynamic Environments 

4月28日 研究会 九州工業大学天神

サテライトキャン

パス  

2 4 

講師：九州工業大学 伊藤博 氏 

題目：Robustness of A CDMA Power Update Algorithm with Respect to Disturbances in the Presence of Delays 

講師：University of Melbourne, Australia. Bjoern Rueffer 氏  

題目：Stability of large-scale interconnected systems: Small-gain conditions and the comparison principle 

6月24日 講演会 大分大学 1 ― 

講師: 東京理科大学 青森 久 氏 

題目：セルラーニューラルネットワークのダイナミクスと画像処理への応用 

8月6日 SICE九州フォーラム アクロス福岡 2 61 

題目：制御の現場に整合した制御理論のあり方を考える 

講師：ＮＦ回路設計ブロック 北森俊行 氏 

題目：運転データからのモデリングと直接的PID調整 

講師：京都大学 加納学 氏 

8月31日 見学会 ― ― ― 

共催 

九州電力 生物資源研究センター （人工光による野菜栽培実験施設ほか） 

キリンビアパーク福岡 （ビールの製造工程ほか） 

11月18日 

～19日 

電気学会計測研究会 佐賀大学 ― ― 

共催 

11月19日 研究会 九州工業大学天神

サテライトキャン

パス 

― ― 
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講師：九州大学 甲斐健也 氏 

題目：離散時間力学：離散構造を考慮した非線形制御への新しいアプローチ 

講師：広島大学 佐藤訓志 氏 

題目：受動性と対称性に基づく確率ハミルトン系の制御 

12月3日 第15回講義会 宮崎大学 ― ― 

講師：京都工芸繊維大学名誉教授 大住晃 氏 

題目：確率微分方程式とその工学への応用－システム制御分野を中心として 

12月4日 

～5日 

第29回計測自動制御学会九州支部 学術講演会 宮崎大学 ― ― 

一般講演（学術講演会発表）111件 

学生交流発表会発表12件 

特別講演会 

講師：宮崎大学 大野和朗 氏 

題目：天敵を用いた害虫の制御（仮） 

12月6日 講演会 宮崎大学 ― ― 

講師：奈良教育大学 伊藤直治 氏 

題目：自己反転行列多項式とその応用に関する一考察 
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２．調査・研究及び資料収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公２】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部事業） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（１）①会誌 

毎月発行 「計測と制御」(Vol.49，№1～№12) ― ―   ― 

No.1  特集 先進超音波計測－音でみる（見る，視る，観る，診る，鑑る，看る）－ 

No.2  特集 実践的制御技術者の育成－SICEプロセス塾－ 

No.3  特集 産業オートメーションにおける情報連携に向けた最新動向 

No.4  特集 ゆらぎと雑音 

No.5  特集 実用化されつつある高品質数値計算とその画期的な応用 

No.6  特集 人とロボットの共存する環境の実現に向けて 

No.7  特集 プラントモデリングの新展開－効率的な制御対象モデリングと制御システムの開発を目指して－ 

No.8  特集 統合生命科学・予測生命科学を支えるソフトウェア基盤技術 

No.9  特集 「つくばチャレンジ」－自律移動ロボットで公道走行に挑戦する－ 

No.10 特集 安全性確保のための評価技術と計測・標準 

No.11 特集 量子化制御：物理と情報をつなぐ新技術 

No.12 特集 生体計測技術が拓く異分野融合研究 

総頁数   898頁 

発行部数 7,400部 

（１）②論文集 

毎月発行 「計測自動制御学会論文集」(Vol.46，№1～№12) ― ― ― 

総頁数   804頁 

掲載論文   88件，ショート・ペーパー9件，開発・技術ノート0件，討論0件 

投稿論文数 208件，ショート・ペーパー21件，開発・技術ノート0件，討論0件 

購読数  1,750部 

特集号「次世代ヒューマン－マシン・システムインテグレーション パート2」，「産業界に貢献する制御技術の最前線」，

「SSI2009特集－次世代のシステム知を拓くシステム・情報技術」を発行した． 

随時発行 産業論文 ― ― ― 

産業論文累計116編，ショート・ペーパー累計2件，開発・技ノート累計13件をWeb上で公開 

特集号「自動車制御」を発行した． 

隔月発行 英文論文「SICE Journal of Control, Measurement, 

and System Integration」(Vol.3，No.1～6) 

― ― ― 

総頁数 418頁 

掲載論文 53件，招待論文2件 

投稿論文数 95件 

購読数 400部 
（１）③出版 

随時発行 計測・制御テクノロジーシリーズ ― ― ― 

全20巻中10巻まで刊行済み，継続刊行中 

（１）④ハンドブック等 

 頒布状況 ― ― ― 

・自動制御ハンドブック(基礎編)(オーム社より販売)：累計4,125部 

・自動制御ハンドブック(機器・応用編)(オーム社より販売)：累計4,060部 

・教育用ビデオ教材 初心者のための現代制御理論ビデオ講座：累計665セット 

・SICE-BASE 30：累計164本 

・学術用語集「計測工学編」(コロナ社より販売)：累計370部 

 

（２）部門事業（旧法人 部門関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（２）④ システムインテグレーション部門 

9月29日 ハンドブック発刊「触覚認識メカニズムと応用技術－

触覚センサ・触覚ディスプレイ－」 

― ― ― 

担当：触覚部会 
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３．技術者の資格認定・付与 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公３】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部事業） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（１）①SICE計測制御エンジニア認定資格合格者 

 初級計測制御エンジニア ― ― ― 

2010年12月 東京 1名 大川 陽一 

2010年12月 名古屋 18名  

小川裕貴，飯山尚輝，佐藤彰記，池田真仁，小出真也，大野護人，野々村純子， 横山剛大，山下貴仁，山田 翔， 

青山尚史，後藤卓也，松岡正憲，中村紘之，赤塚 慧，和田賢健，土本祐也，鶴見武弘   

2010年12月 豊橋 18名  

ニョ ヨン ジアン，安部圭一，宮崎 優，本田 誠，山下孔明，渋谷涼太，山田雅也，水谷北斗，弓場豊大， 

チャン コォック チュン，田崎良佑，佐郷幸法，上野祐樹，深川 圭，瀬田尚樹，小河裕樹，山中法文，平山 卓 

 計測制御エンジニア補 ― ― ― 

2010年  3月  尼崎 5名 藤谷賢治，延井佑輔，川野 真，池田健一，藤川貴之 

2010年12月 東京 6名 村上英治，佐々木 亨，大橋一輝，伊藤 拓，登 世紫希，竹内文郎 

 計測制御エンジニア ― ― ― 

2010年  3月 尼崎 4名  池田英俊，高橋秀彰，藤本典秀，北村直人 

2010年12月 東京 15名   

川野 真，新倉知雄，植木 亘，氣田和典，森 健一郎，藤井高史，山元 学，山田武夫，樋野芳光，今福賢一， 

小幡泰裕，齋藤由紀雄，藤井敏彦，及川直也，山口章生 

 計測制御エンジニア（推薦認定） ― ― ― 

2010年 3月 尼崎 7名 谷本 直，神村一幸，田中政仁，浪江正樹，单野郁夫，北村 章，鷲見和彦 

2010年12月 名古屋 4名 小島英樹，高木聖和，千田有一，水野直樹 
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４．啓発・普及のための体験活動等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公４】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部事業） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（１）①SICE City 委員会 

7月14日 第1回SICE City 委員会 秋葉原ダイビル

12F 

― 11 

12月7日開催予定のシンポジウム「生きがい都市構築」の準備． 

講師，パネリスト，プログラム等の最終確認など． 

9月30日 第1回SICE City 委員会 秋葉原ダイビル

12F 

― 11 

12月7日開催予定のシンポジウム「生きがい都市構築」の準備． 

実施計画最終打合せ，ポスター，チラシの確認など． 

12月7日 シンポジウム「生きがい都市構築」 東京大学 2 － 

・講演 

「知識都市のデザイン」（多摩大学 紺野登） 

「働く生きがい／住む生きがい都市－経済地理の立場から」（大阪市立大学 小長谷一之） 

・パネルディスカッション  

＜司会＞  橋本秀紀（東京大学） 

＜パネリスト＞ 紺野登（多摩大学），小長谷一之（大阪市立大学），舘 暲（慶應大学），下川昭夫（首都大学東京） 

 

（３）支部事業（旧法人 支部関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（３）② 東北支部 

8月21日

～22日 

2010電気自動車エコラン競技会 in SUGO (協賛) 宮城県村田町 ― ― 

2010年度インセンティブプランの支援を受けた． 

12月27日

～28日 

中学生のためのコンピュータ・グラフィクス講座 ― 

3Dゲームを作ろう ― (協賛) 

東北大学 ― ― 
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５．表彰及びコンクール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【公５】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部事業） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（１）① 計測自動制御学会学会賞 

8月20日 功績賞 － － － 

北森俊行 

8月20日 論文賞 － － － 

(論文賞・蓮沼賞) AIST・Hiroaki KAJIKAWA，Tokihiko KOBATA，Akira OOIWA「Features of a New 

Controlled-clearance Pressure Balance and In Situ Mass Calibration of Its Weights」(計測自動制御学会論文集

Vol.44, No.3) 

(論文賞) 電気通信大学・西野高明，下条 誠，東京大学・石川正俊「選択走査方式を用いた省配線・分布型触覚セン

サ」(計測自動制御学会論文集Vol.45, No.8) 

(論文賞・武田賞) 京都大学・石川将人「一次可制御な非ホロノミックシステムに対する有界な切替フィードバック制

御」(計測自動制御学会論文集Vol.44, No.9) 

(論文賞) 新日本製鐵(株)・伊藤雅浩，松崎眞六，早稲田大学・内田健康，大貝晴俊「高炉操業データの 3 次元画像情

報化と独立成分分析による操業監視」(計測自動制御学会産業論文Vol.8, No.10) 

(論文賞) 名古屋工業大学・山田 学，アークレイ(株)・太田進一，中京大学・舟橋康行「高次チェインドシステムに

対するオブザーバと安定化補償器の設計－座標変換とサンプル値制御に基づいた手法－」(計測自動制御学会論文集

Vol.44, No.12) 

(論文賞) 東京工業大学・石崎孝幸，加嶋健司，井村順一，住友重機械工業(株)・加藤 敦，森田 洋「電磁型締め装

置の分布定数モデリングと制御」(計測自動制御学会論文集Vol.45, No.10) 

(論文賞) 東京大学・赤間俊一，津村幸治「ロスのある通信路を介した適応制御」(計測自動制御学会論文集Vol.44, No.7) 

(論文賞・友田賞) 筑波大学・伊藤 誠「負荷軽減のための運転支援システムに対する過信をもたらす要因の探究」(計

測自動制御学会論文集Vol.45, No.11) 

(論文賞) 大阪大学・若竹雅人，西 竜志，乾口雅弘「時間オートマトンの分解と調整によるフローショップスケジュ

ーリング問題の解法」(計測自動制御学会論文集Vol.45, No.7) 

(論文賞) 岐阜大学・矢野賢一，大原瑛一，日本大学・堀畑 聡，岐阜大学・青木隆明，西本 裕「適応フィルタを用

いた振戦抑制制御システムの開発と食事支援ロボットへの応用」(計測自動制御学会論文集Vol.45, No.12) 

8月20日 技術賞 － － － 

(技術賞) 広島大学・山本 透「データ駆動型PID制御法」(計測と制御 Vol.47 No.11，他) 

(技術賞) ファインバイオメディカル(有)・池田誠一，名古屋大学・Carlos Rafael TERCERO VILLAGRAN，東北大

学・新井史人，名古屋大学・福田敏男，藤田保健衛生大学・根来 眞「テーラーメイド型脳血管手術シミュレータEVE

の開発」 (日本機械学会論文集C編 Vol.71 No.707，他) 

(技術賞) 住友金属工業(株)・中川繁政，橘 久好「ホットストリップミルにおける鋼板の高精度ダイナミック冷却履

歴制御」(計測自動制御学会論文集Vol.45 No.4) 

8月20日 著述賞 － － － 

(著述賞) (株)リコー・山口高司，宇都宮大学・平田光男，横浜国立大学・藤本博志(編著)，(株)日立製作所・熱海武憲，

(株)日立グローバルストレージテクノロジーズ・内田 博，東海大学・奥山 淳，(株)東芝デジタルメディアネットワ

ーク社・佐渡秀夫，(株)東芝・高倉晋司，(株)日立グローバルストレージテクノロジーズ・沼里英彦，富士通(株)・原 武

生，宇宙航空研究開発機構・坂東信尚(著)「ナノスケールサーボ制御－高速・高精度に位置を決める技術－」(2007年・

東京電機大学出版局) 

(著述賞) 岐阜大学・川﨑晴久(著)「ロボットハンドマニピュレーション」(2009年・共立出版(株)) 

8月20日 新製品開発賞 － － － 

(新製品開発賞) 富士電機システムズ株式会社「電子式個人線量計」 

(新製品開発賞) 株式会社山武「計装ネットワークモジュールNX」 

8月20日 教育貢献賞 － － － 

(教育貢献賞) 東京工業大学・三平満司，藤田政之「SICEセミナーにおける教育貢献」 

(教育貢献賞) 岡山大学名誉教授・井上 昭「計測制御工学分野における技術者教育認定制度の推進活動」 

2011年2

月22日 

学術奨励賞 － － － 

・研究奨励賞：小宮 憲司，貴治 雅博，関口 和真，吉村 僚太，伊吹 竜也，大木健太郎，Daichi YANAGISAWA，

石川 徹也，野田 聡人，鈴木 慎治 

・技術奨励賞：上田 紘司，坂田 晃一 
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8月20日 SICE Annual Conference Award － － － 

・International Award：Thanh-Do Tran「A Nature-Inspired Evolutionary Algorithm Based on Spiral Movements」 

・Young Author’s Award：Yuki Minami 

「An Inverse Halftoning Algorithm Based on Super-Resolution Image Reconstruction」 

（１）② 名誉会員 

8月20日 名誉会員証贈呈 － － － 

 舩橋誠壽 

（１）③ フェロー 

8月20日 フェロー称号贈呈 － － － 

小坂満隆，久間和生，小林为一郎，森 泰親 

 

（２）部門事業（仮）（旧 部門関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（２）① 計測部門 

9月28日 論文賞 － － － 

 ・三菱電機(株)・中島利郎，仲嶋 一，神戸大学・的場 修 

「偏光特性を利用したプラント点検用蒸気漏れセンサの開発」 

・産業技術総合研究所・木村 誠，持丸正明，カーネギーメロン大学・金出武雄 

「歩行中の足の特徴断面の3 次元形状計測」 

9月28日 技術奨励賞 － － － 

 ・産業技術総合研究所・小島桃子「デジタル大気圧計の簡易校正システムの構築」 

・慶應義塾大学・種村光訓「基板状検体のための3次元X線CT再構成手法」 

・東京大学・中妻 啓「静電容量センサアレイによる二次元通信におけるセンサノード位置計測」 

・東京大学・持田康弘「モアレドップラー効果と周波数推定による奥行き方向速度分布計測」 

3月1日 部会奨励賞 － － － 

12月4日 パターン計測部会優秀論文賞 － － － 

 慶應義塾大学・片岡裕雄 

（２）② 制御部門 

 パイオニア賞 － － － 

 東京工業大学 石井 秀明 氏 

「ネットワーク化制御：通信がもたらす制御の新展開」の研究 

 パイオニア技術賞 － － － 

 JFEスチール株式会社 茂森 弘靖 氏 

「局所回帰モデルを用いた鉄鋼製品の品質設計と制御の実用化」の研究 

 制御部門大会賞 － － － 

 東京大学 堀 豊 氏, 東京大学 原 辰次 氏, Chung-Ang University 金 泰亨 氏 

「環状遺伝子制御ネットワークにおける周期振動の存在条件」 

 制御部門大会賞 － － － 

 コマツ 川上 裕樹 氏, 慶應義塾大学 滑川 徹 氏 

「ビークル群によるネットワークの変化に依存しない協調取り囲み行動」 

 研究奨励賞 － － － 

 東京大学 田中 英明 氏  

「一般化周波数変数を持つ線形システムの安定性解析（第9回制御部門大会にて発表） 

 研究奨励賞 － － － 

 オネスト 黒岩 拓人 氏 

「非ホロノミック系の多重時間軸構造について」（第9回制御部門大会にて発表） 

 研究奨励賞 － － － 

 神戸大学 倉鋪 圭太 氏 

「非ホロノミック移動ロボットの画像に基づくロバストな任意曲線追従制御」 

（第9回制御部門大会にて発表） 

 研究奨励賞 － － － 

 慶應義塾大学 高橋 知子 氏 

「周期信号に対する時変システム同定法に基づく酵母の細胞分裂ネッ トワークの推定」 

（第9回制御部門大会にて発表） 

 研究奨励賞 － － － 

 豊田中央研究所 宮野 竜也 氏 

「情報構造制約付き分散予測制御および推定」（第9回制御部門大会にて発表） 

（２）③ システム・情報部門 

 SSI2010優秀論文賞 － － － 
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 名古屋大学・JST CREST 奥田 裕之，名古屋大学 鈴木 達也 

「ハイブリッドシステムとして捉える人間行動モデル」 
 SSI2010奨励賞 － － － 

 受賞者：３名 

石井 良尚（慶應義塾大学）「等式制約条件付き最適化問題に対するPSOに親和的なペナルティ法の提案」 

木村 允謙（兵庫県立大学）「複素シナジェティックコンピュータによるパターン認識」 

澤田 賢治（電気通信大学）「MLD表現に基づく搬送システムの最適化」 

 生体・生理工学部会研究奨励賞 ― ― ― 

 受賞者：３名 

木場 智史（鳥取大学）「心不全における運動時交感神経調節機構」 

大森 敏明（東京大学）「樹状突起上に不均一に分布する膜応筓特性の統計的推定～イメー 

ジングデータからの情報抽出～」 

成瀬  康（情報通信研究機構）「ベイズ推定を用いた新しいα波瞬時位相，振幅の推定法の提案」 

（２）④ システムインテグレーション部門 

 部門賞：  － － － 

 功績賞1件，学術業績賞1件，技術業績賞1件，研究奨励賞2件，若手奨励賞5件 

（２）⑤ 産業応用部門 

 産業応用部門賞 ― ― ― 

 【功績賞】  

(１)功績名称：流体計測制御技術への寄与 

氏名(所属)：山本圭治郎（神奈川工科大学） 

【奨励賞】 

(１)対象論文：Analysis of pneumatic pipeline using CCUP (CIP-combined and unified  

procedure) method 

氏名(所属)：Mitushiro Nakao（Tokyo Institute of Technology） 

(２)対象論文：シミュレーションによる空調用オンオフ型温度調節器の特性解析 

氏名(所属)：末武雅俊（山武） 

 

（３）支部事業（旧法人 支部関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（３）② 東北支部 

3月12日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

東北大学 近藤真「アドホック視覚センサネットワークにおける視野接続推定」(第256回研究集会) 

5月31日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

岩手大学 笹本益民「ディジタル分光ホログラフィーによるインコヒーレント光源分布の分光立体像再生」(第257回研

究集会) 

6月24日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

東北大学 佐藤貴英「真正粘菌変形体から抽出した自律分散制御則の適用可能性の検証 ― ヘビ型ロボット実機による

事例研究 ―」(第258回研究集会) 

6月24日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

弘前大学 田中秀幸「爪先装着型センサによる立脚相の判別」(第258回研究集会) 

7月9日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

東北大学 武田光一「流体駆動型アメーバ様ソフトロボットの自律分散制御」(第259回研究集会) 

10月29日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

山形大学 小野寺祐紀「モデルブリッジ制御による2自由度系の振動制御」(第260回研究集会) 

10月29日 支部優秀発表奨励賞 ― ― ― 

山形大学 野澤秀隆「持ち上げ動作支援のための前腕支持型パワーアシストシステムの開発」(第260回研究集会) 

（３）③ 中部支部 

 学業優秀賞 ― ― ― 
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愛知県立大学 情報科学部 地域情報科学科 筒井麻衣子 

愛知工業大学 工学部 機械学科 大塚統也 

岐阜工業高等専門学校 電子制御工学科 児玉貴大 

岐阜大学 工学部 人間情報システム工学科 山川智久 

信州大学 工学部 機械システム工学科 山城始之 

鈴鹿工業高等専門学校 電子情報工学科 上嶋祐紀 

豊橋技術科学大学 機械システム工学課程 疋田竜一 

豊橋技術科学大学 生産システム工学系 越智友亮 

名古屋工業大学 工学部 機械工学科 藤田友則 

名古屋工業大学 電気電子工学科 エネルギーデザイン系プログラム 山路峻平 

名古屋大学 工学部 機械・航空工学科 機械システム工学コース 伊藤良介 

名古屋大学 工学部 機械・航空工学科 電子機械工学コース 野々村純子 

名古屋大学 工学部 機械・航空工学科 航空宇宙工学コース 梅田大貴 

沼津工業高等専門学校 制御・情報システム工学専攻 遠山勇樹 

三重大学 電気電子工学科 寺田真也 

愛知工業大学 工学部 電気学科 小黒康之 

三重大学 機械工学科 原田祥太 

豊田工業大学 坂田敦伺 

静岡大学 工学部 電気電子工学科 西本 良 

（３）⑤ 関西支部 

1月28日 支部長賞表彰 中央電気倶楽部 ― 41 

・技術賞－住友金属工業(株)・本田達朗，他：「熱延ランアウトテーブル冷却帯内での新温度計測・制御技術の開発」 

・奨励賞－大阪大学・多田隈建二郎：「横方向への移動を特徴とする円形断面クローラロボットの開発」 

・奨励賞－神戸大学・倉鋪圭太：「非ホロノミック移動ロボットの画像に基づくロバストな任意曲線追従制御」 

（３）⑥ 中国支部 

1月19日 中国支部賞 岡山大学 ― ― 

奨励賞：村上祐樹（鳥取大学），井村昌平（島根大学），高橋亮裕（広島大学），松浦和博（鳥取大学），山本直幸（岡山

県立大学） 
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６．その他の本会の目的を達成するための事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【他】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部事業） 

予定月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（１）① 国際関係 

随時実施 国際計測連合(IMEKO)への協力 ― ― ― 

随時実施 国際自動制御連盟(IFAC)への協力 ― ― ― 

随時実施 ISA，CIS，IEEE，ICROS，CAA，CACS との交流 ― ― ― 

随時実施 来日外国学識者との交流 ― ― ― 

― APFICS への協力 ― ― ― 

（１）② 国内関係 

随時実施 日本工学会など関連学協会との協力 ― ― ― 

随時実施 システム制御情報学会との事業協力 ― ― ― 

随時実施 横断型基幹科学技術研究団体連合への協力 ― ― ― 

随時実施 JABEE への協力 ― ― ― 

随時実施 日本工学会事務研究委員会における委員長学会とし

ての協力 

― ― ― 
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７．本会の法人管理・運営に関する事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【法人】 

 

（１）直轄事業（旧法人 本部関係） 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表

数 

参加人数 

1月5日 事務局予算会議 SICE事務所 － － 

1月7日 第15回新公益法人対応準備委員会 SICE事務所 － － 

1月7日 2010予算会議(総務理事－事務局)  SICE事務所 － － 

1月12日 第2回国際標準化賞候補者推薦小委員会 SICE事務所 － － 

1月12日 第1回計測制御エンジニア試験･認定WG SICE事務所 － － 

1月13日 第6回(2009年度)会誌編集委員会 SICE事務所 － － 

1月15日 国際委員会 筑波大学大塚キャンパ

ス 

－ － 

1月15日 Annual Conference 委員会 筑波大学大塚キャンパ

ス 

－ － 

1月15日 第11回技術史委員会 SICE事務所 － － 

1月18日 第4回(2009年度)学会賞委員会 SICE事務所 － － 

1月18日 Ｙ５０イベントWG／第1回Ｙ５０実行委員会 SICE事務所 － － 

1月18日 代議員予定者選出選挙管理委員会 SICE事務所 － － 

1月18日 代議員予定者選出候補者推薦委員会 SICE事務所 － － 

1月22日 第16回新公益法人対応準備委員会 SICE事務所 － － 

1月25日  第1回人材育成塾WG SICE事務局 － － 

1月28日  第7回(2009年度)総務委員会 SICE事務局 － － 

1月28日  第3回(2009年度)常務理事会 SICE事務局 － － 

1月28日  第17回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

2月4日 第1回産業論文委員会 （外） － － 

2月8日  部門連携・活性化専門委員会 文京シビックセンター － － 

2月8日 第18回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

2月10日  第2回計測制御エンジニア試験・認定WG SICE事務局 － － 

2月15日  第7回(2009年度)論文集委員会 SICE事務局 － － 

2月17日  第2回JIS原案作成委員会WG1 SICE事務局 － － 

2月24日  第49回定時総会 東京大学山上会館 － － 

2月24日  第1回新旧合同理事会 東京大学山上会館 － － 

2月25日  2010年度技術史委員会OS企画会議 SICE事務局 － － 

3月1日  第3回JIS原案作成委員会WG2 SICE事務局 － － 

3月2日  第1回国際標準化委員会 SICE事務局 － － 

3月8日  第2回人材育成塾WG SICE事務局 － － 

3月9日 第19回新公益法人準備委員会 文京区民センター － － 

3月9日  第1回会誌編集委員会 SICE事務局 － － 

3月9日  第1回出版委員会 SICE事務局 － － 

3月10日  第1回会員・広報委員会 SICE事務局 － － 

3月15日  第2回Ｙ５０実行委員会 SICE事務局 － － 

3月19日  第1回産官学連携委員会 SICE事務局 － － 

3月23日  国際委員会 SICE事務局 － － 

3月23日  Annual Conference 委員会 SICE事務局 － － 

3月24日  第12回技術史委員会 SICE事務局 － － 

3月24日  Ｙ５０イベント小委員会 SICE事務局 － － 

3月26日  第1回論文集委員会 SICE事務局 － － 

3月30日  第1回ライフサイエンス技術専門委員会 SICE事務局 － － 

4月5日  第3回人材育成塾WG SICE事務局 － － 

4月6日  第1回学会連合推進委員会 SICE事務局 － － 

4月6日  第20回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

4月9日  第1回総務委員会 SICE事務局 － － 
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4月9日  第2回理事会 SICE事務局 － － 

4月20日  第21回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

4月21日  第13回技術史委員会 SICE事務局 － － 

4月22日  第1回学会賞委員会 SICE事務局 － － 

4月26日  総合工学委員会工学基盤における知の統合分科会自

動制御の多分野応用小委員会 

学術会議会議室 － － 

5月6日  IMEKO委員会 SICE事務局 － － 

5月10日  第2回出版委員会 SICE事務局 － － 

5月10日  第2回会誌編集委員会 SICE事務局 － － 

5月11日   2009年度第6回＆2010年度第1回 部門連携・活性

化専門委員会委員会 

SICE事務局 － － 

5月11日  第2回国際標準化委員会 SICE事務局 － － 

5月11日  第1回将来ビジョン委員会 SICE事務局 － － 

5月13日  国際委員会 SICE事務局 － － 

5月13日  Annual Conference委員会 神田学士会館 － － 

5月13日  第2回論文集委員会 SICE事務局 － － 

5月17日  第1回JIS(比重) 原案作成委員会 SICE事務局 － － 

5月17日  第1回JIS(比重) 原案作成委員会WG SICE事務局 － － 

5月17日  第4回人材育成塾WG SICE事務局 － － 

5月18日  産業応用部門運営委員会 SICE事務局 － － 

5月20日 拡大Annual Conference委員会 キャンパスプラザ京都 － － 

5月24日  2010年度功績賞選考委員会 SICE事務局 － － 

5月24日  2010年度フェロー選考委員会 SICE事務局 － － 

5月24日  論文集検討委員会 SICE事務局 － － 

5月26日  IT・学会モデル委員会 SICE事務局 － － 

5月26日  第2回会員広報委員会 SICE事務局 － － 

5月27日  Ｙ５０イベント小委員会 SICE事務局 － － 

5月27日  第2回学会賞委員会 SICE事務局 － － 

5月27日  第5回SICE次世代制御技術調査研究会 SICE事務局 － － 

5月28日  第22回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

5月28日  第1回英文論文集委員会 SICE事務局 － － 

6月2日  第3回Ｙ５０委員会[広報] SICE事務局 － － 

6月2日  第2回総務委員会 SICE事務局 － － 

6月2日  第1回常務理事会 SICE事務局 － － 

6月10日  第14回技術史委員会 SICE事務局 － － 

6月15日  第2回産業論文委員会 SICE事務局 － － 

6月15日  IT・学会モデルAdHoc委員会 SICE事務局 － － 

6月17日  第5回人材育成塾WG SICE事務局 － － 

6月22日  第3回Ｙ５０実行委員会 SICE事務局 － － 

6月22日  臨時拡大公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

6月23日  倫理委員会 SICE事務局 － － 

6月25日

～26日  

2010年度特別会誌編集委員会 I HI・箱根クラブ － － 

7月2日  H21 JIS原案作成委員会WG1 SICE事務局 － － 

7月2日  第23回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

7月7日  H21 JIS原案作成委員会WG2 SICE事務局 － － 

7月12日  第3回論文集委員会 SICE事務局 － － 

7月13日  第1回事業推進協議会 SICE事務局 － － 

7月13日  第15回技術史委員会 SICE事務局 － － 

7月14日  第3回会誌編集委員会 SICE事務局 － － 

7月14日  第3回出版委員会 SICE事務局 － － 

7月16日  H21 JIS原案作成委員会 文京シビックセンター － － 

7月20日  第4回Ｙ５０実行委員会 SICE事務局 － － 
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7月22日 第3回国際標準化委員会 文京シビックセンター － － 

7月22日  国際委員会 SICE事務局 － － 

7月22日  Annual Conference委員会 SICE事務局 － － 

7月26日  将来計画委員会 SICE事務局 － － 

7月27日  第3回会員･広報委員会 SICE事務局 － － 

7月28日  第6回人材育成塾WG(拡大) SICE事務局 － － 

7月29日  第2回学会連合推進委員会 SICE事務局 － － 

8月3日 第1回Ｙ５０組織委員会 文京シビックセンター － － 

8月4日 第2回計測制御エンジニア試験・認定WG 東京ガス本社ビル － － 

8月5日  部門連携・活性化専門委員会 SICE事務局 － － 

8月13日  第3回産業論文委員会 SICE事務局 － － 

8月23日  ファナック賞選考委員会 SICE事務局 － － 

8月27日  Ｙ５０イベント小委員会 SICE事務局 － － 

8月31日  第2回理事候補者推薦委員会 SICE事務局 － － 

9月1日  JIS WG3（比重） SICE事務局 － － 

9月2日  第1回企画委員会 SICE事務局 － － 

9月3日  Ｙ５０(VPP)拡大小委員会 SICE事務局 － － 

9月6日  第4回論文集委員会 SICE事務局 － － 

9月7日  第6回続プロセス塾WG(人材育成) SICE事務局 － － 

9月8日  第4回国際標準化委員会 SICE事務局 － － 

9月8日  第2回産官学連携委員会 SICE事務局 － － 

9月8日  第2回将来ビジョン委員会 SICE事務局 － － 

9月16日  第24回新公益法人対応準備委員会 SICE事務局 － － 

9月16日  第3回総務委員会 SICE事務局 － － 

9月16日  第2回常務理事会 SICE事務局 － － 

9月21日  第4回会誌編集委員会 SICE事務局 － － 

9月21日  第4回出版委員会 SICE事務局 － － 

9月24日  Ｙ５０イベント小委員会(WG) SICE事務局 － － 

9月27日  第1回新公益法人対応財務設計・予算小委員会 SICE事務局 － － 

9月27日  第2回理事候補者推薦委員会 SICE事務局 － － 

9月29日  第2回企画委員会 SICE事務局 － － 

10月5日  新法人第1回(通算第3回)論文集検討委員会 SICE事務局 － － 

10月6日  新法人第1回(通算第5回)50周年記念事業(Ｙ５０)

実行委員会 

SICE事務局 － － 

10月6日  新法人第1回(通算第16回)技術史委員会 SICE事務局 － － 

10月7日  Ｙ５０(VPP)水，ワイヤレスWG SICE事務局 － － 

10月12日 国際委員会 文京区民センター － － 

10月12日  Annual Conference委員会 文京区民センター － － 

10月12日  新法人第1回(通算第7回)続プロセス塾WG(人材育

成) 

SICE事務局 － － 

10月14日  新法人第1回(通算第4回)会員・広報委員会 SICE事務局 － － 

10月25日  Ｙ５０イベントWG委員会 SICE事務局 － － 

10月27日  新法人第1回(通算第3回)計測制御エンジニア試験・

認定WG 

東京ガス本社ビル － － 

10月29日  Ｙ５０見学会セミナーWG委員会 SICE事務局 － － 

11月7日  新法人第1回総務委員会 高知城ホール － － 

11月7日 新法人第1回理事候補者推薦委員会 高知城ホール － － 

11月7日

～8日 

拡大理事会 高知城ホール － － 

11月8日 新法人第1回(通算第4回)理事会 高知城ホール － － 

11月9日  新法人第1回(通算第5回)国際標準化委員会 SICE事務局 － － 

11月10日  新法人第1回(通算第2回)英文論文集委員会 SICE事務局 － － 
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11月15日  新法人第1回(通算第8回)続プロセス塾WG(人材育

成) 

SICE事務局 － － 

11月19日  新法人第1回(通算第2回)倫理委員会 SICE事務局 － － 

11月22日  新法人第1回(通算第5回)出版委員会 SICE事務局 － － 

11月22日  新法人第1回(通算第5回)会誌編集委員会 SICE事務局 － － 

11月22日 Ｙ５０(VPP)水，ワイヤレスWG 東京大学 － － 

11月24日  新法人第1回(通算第2回)人材育成塾WG(拡大) SICE事務局 － － 

11月30日  新法人第1回(通算第5回)論文集委員会 SICE事務局 － － 

12月2日  新法人第1回(通算第3回)産官学連携委員会 SICE事務局 － － 

12月2日  将来ビジョン委員会 SICE事務局 － － 

12月3日  Ｙ５０見学会セミナーWG委員会 SICE事務局 － － 

12月7日  新法人第1回(通算第5回)Annual Conference委員

会 

SICE事務局 － － 

12月8日  第6回Ｙ５０実行委員会 SICE事務局 － － 

12月8日  新法人第2回(通算第17回)技術史委員会 SICE事務局 － － 

12月8日  新法人第2回(通算第17回)技術史委員会 SICE事務局 － － 

12月10日  予算小委員会 SICE事務局 － － 

12月13日  第6回Ｙ５０イベント小委員会 SICE事務局 － － 

12月17日  新法人第2回(通算第5回)会員・広報委員会 SICE事務局 － － 

12月20日  新法人第3回(通算第9回)続プロセス塾WG(人材育

成) 

SICE事務局 － － 

12月21日  新法人第1回(通算第4回)論文集検討委員会 SICE事務局 － － 

12月22日  新法人第2回総務委員会 SICE事務局 － － 

12月22日  新法人第2回理事会 SICE事務局 － － 

12月27日 部門連携・活性化専門委員会 文京シビックセンター － － 

 

 

（２）部門事業（旧法人 部門関係） 

実施 

月日 

行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 発表数 参加人数 

（２）① 計測部門 

1月28日 第１回温度計測部会運営委員会 産業技術総合研究所 － － 

1月29日 第1回運営委員会／第1回センシングフォーラム運

営委員会 

SICE事務所 － － 

3月1日 第１回調査研究会運営委員会 三重県熊野庁舎 － － 

4月21日 第１回パターン計測部会運営委員会 大阪大学 － － 

6月3日 先端電子計測部会運営委員会 SICE事務所 － － 

6月7日 第１回力学量計測部会運営委員会  － － 

6月11日 第2回運営委員会／第2回センシングフォーラム運

営委員会 

SICE事務所 － － 

7月21日 第2回パターン計測部会運営委員会 電気通信大学 － － 

8月21日 第2回調査研究会運営委員会 Taipei, Taiwan － － 

9月27日 第3回運営委員会／第3回センシングフォーラム運

営委員会 

群馬大学 － － 

9月28日 第2回温度計測部会運営委員会 群馬大学 － － 

12月3日 新法人第 1 回(通算第 3 回)パターン計測部会運営委

員会 

デュープレックスセミ

ナーホテル 

－ － 

12月6日 新法人第 1 回(通算第 2 回)力学量計測部会運営委員

会 

－ － － 

（２）② 制御部門 

3月17日 第1回制御部門運営委員会 熊本大学 － 20 

2010年度の事業計画，予算計画を具体的に検討した．次年度の制御部門大会を琉球大学で2011年3月に開催するこ

とを承認した． 
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4月28日 第2回制御部門運営委員会 慶應義塾大学 － 16 

未来開拓基金の有効な使い道，制御部門内での部会と調査研究会の設置基準，制御部門の将来計画について議論した． 

9月28日 第3回制御部門運営委員会 ホテルコスモスクエア

国際交流センター 

－ 18 

2010年度の事業および，予算の執行状況を確認した．また次年度の制御理論シンポジウムを2011年9 月にIPC 国際

交流センターで開催することを承認し，次年度の制御部門大会の準備状況についても確認した． 

11月29日 新法人第1回(通算第4回)制御部門運営委員会 SICE事務局 － － 

2010年度の事業と予算執行報告を取りまとめ，2011年度の事業計画，予算計画について議論した． 

（２）③ システム・情報部門 

1月31日 第1回部会運営委員会 名古屋大学 － 21 

新委員の紹介，今後の予定，自律分散システムシンポジウムの報告等がなされた． 

2月1日 システム・情報部門引継会 名古屋大学 － 6 

2009年度幹事団から2010年度幹事団への引継を行った． 

3月8日 第1回部会運営委員会 首都大学東京 ‒ 15 

FAN運営委員会との合同開催．FAN2010の開催計画を確認した． 

3月10日 第1回生体・生理工学部会運営委員会 玉川大学 ― 23 

2009年度の活動報告を行うと共に新委員就任を協議し2010年度の活動計画を決定した． 

3月11日 2010年度第1回システム工学部会運営委員会 東京工業大学 1 16 

2010年度部会執行部体制の報告を行うとともに，今後の部会活動方針を議論した． 

3月16日 第１回知能工学部会運営委員会 横浜国立大学 － 20 

3月18日 第1回システム・情報部門運営委員会 SICE事務局 － 20 

新調査研究会の設置案，2009年度決算案，2010年度予算案，SSI2010進捗状況，2010年度の各部会・調査研究会の

事業計画案等について審議を行い，承認した． 

5月1日 第１回調査研究会運営委員会(企画委員会) 兵庫県立大学姫路書写

キャンパス 

－ 4 

SSIにおけるオーガナイズドセッションおよび今年度の研究会講演会企画を検討した． 

6月3日 平成22年度第1回部門将来構想委員会 キャンパスプラザ京都 － ４ 

部門の組織構成や担当事項に関し，現状の整理と今後のあるべき姿について検討を行い，部門運営委員会へ提案を行う

ための資料を作成した． 

6月26日 第2回部会運営委員会 立命館大学 － 5 

創発システムシンポジウムの進捗状況，国内・国際会議におけるオーガナイズドセッションの準備状況などの報告がな

された． 

7月1日 SSI2010企画委員会 キャンパスプラザ京都 － 7 

SSI2010の企画を具体的に検討した． 

7月1日 第2回システム・情報部門運営委員会 キャンパスプラザ京都 － 18 

企画・事業委員会の設置案の審議と承認，副部門長推薦委員会案の審議と承認，研究会原稿のPDF公開に関する審議，

各部会・研究会の活動報告等がなされた． 

7月8日 第2回部会運営委員会 首都大学東京 － 15 

FAN運営委員会との合同開催．FAN2010の準備進捗状況を確認した． 

7月22日 2010年度第2回システム工学部会運営委員会・第1

回研究事例紹介 

キャンパスプラザ京都 － 10 

運営委員会：2010 年度の部会活動状況および今後の活動計画を報告し，第 43 回研究会の講演原稿公開方法を議論し

た． 

研究事例紹介：「農業生産におけるシミュレーション・最適化の事例」（京都大学 宮坂 寿郎氏） 

8月3日 離散事象システム部会運営委員会 金沢学院大学サテライ

ト教室 

－ 15 

次回研究会の企画を検討し，開催日および会場を決定した． 

8月6日 第3回部会運営委員会 インテック大山研修セ

ンター 

－ 9 

創発システムシンポジウムの報告，年末の予定などの審議がなされた． 

9月17日 平成22年度第2回部門将来構想委員会 キャンパスプラザ京都 － ５ 

部門内に新たに立ち上げ予定の企画・事業委員会について，その位置づけや具体的な検討事項について議論を行い，実

施のための内規変更なども踏まえて検討を行った． 

9月23日 第2回生体・生理工学部会運営委員会 アークホテル岡山 ― 26 

今年度の活動状況及び部門運営委員会の報告を行うと共に次年度の为査・副为査を決定した． 

9月26日 第3回部会運営委員会 首都大学東京 ― 25 

FAN運営委員会との合同開催．FAN2010実施状況（速報）を報告した． 

10月21日 公益社団法人 計測自動制御学会 第 1 回（通算第 3

回）システム・情報部門運営委員会 

キャンパスプラザ京都 － 16 

SSI2010の進捗状況の報告，企画・事業委員会の役割案に関する審議と承認，SSI2011の担当部会と開催期日および

場所に関する審議，関係論的システム科学調査研究会の設置の提案と承認，各部会・研究会の活動報告等がなされた． 
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11月24日 2010年度第3回システム工学部会運営委員会 キャンパスプラザ京都 － 8 

システム・情報部門学術講演会の企画状況の報告・2011年度部会執行部体制の決定を行った． 

11月24日 第2回知能工学部会運営委員会 キャンパスプラザ京都 － 12 

11月25日 公益社団法人 計測自動制御学会 第 2 回（通算第 4

回）システム・情報部門運営委員会（その1） 

キャンパスプラザ京都 － 21 

新副部門長の信任投票，部門賞の承認，SSI2011の準備状況に関する説明，企画・事業委員会の趣旨説明と意見聴取，

部門ホームページの充実に関する審議がなされた． 

11月25日 SSI2010企画委員会 キャンパスプラザ京都 － 21 

SSI2010の実施状況の確認と特別行事準備 

11月25日 第2回調査研究会運営委員会 キャンパスプラザ京都 － 7 

活動報告，新規メンバー紹介，来年度の企画検討など． 

11月25日 第4回部会運営委員会 キャンパスプラザ京都 － 20 

ニューラルネットワークフォーラム 2011 の実施について議論した．2011 年度の部会運営体制，行事予定について議

論した． 

11月25日 公益社団法人 計測自動制御学会 第 2 回（通算第 4

回）システム・情報部門運営委員会（その２） 

キャンパスプラザ京都 － 18 

SSI2011の運営体制に関する審議，2010年度1-9月決算案に関する審議，2011年度予算に関する報告，部門シンポジ

ウムのスタイルファイルの利用に関する審議，各部会・研究会の活動報告等がなされた． 

11月26日 SSI2010企画委員会 キャンパスプラザ京都 － 17 

SSI2010の実施結果の確認とそのとりまとめ，今後の申し送り事項作成． 

12月4日 第4回部会運営委員会 首都大学東京 － 7 

自律分散システムシンポジウムの準備状況，来年の委員の選定状況などの報告がなされた． 

12月9日 離散事象システム部会運営委員会 名城大学名駅サテライ

ト 

－ 15 

12月14日 SSI2010実行委員会 京都大学 － 7 

実施結果報告書，決算報告書の作成 

（２）④ システムインテグレーション部門 

2月10日 第１回部門運営委員会（新旧合同）  産総研秋葉原 － － 

新体制の確認と活動計画 

3月17日 第２回部門運営委員会 SICE事務所 － － 

4月22日 第３回部門運営委員会 芝浦工業大学 － － 

6月15日 第４回部門運営委員会  旭川コンベンショ

ン 

センター 

（RoboMec2010） 

－ － 

9月23日 第5回部門運営委員会 名古屋工業大学 

（RSJ2010） 

－ － 

50周年記念誌の執筆者の承認 

11月2日 第6回部門運営委員会 SICE事務所 － － 

新体制の確認，部門講演会の準備状況確認 

12月23日 第7回部門運営委員会 東北大学（SI2010） － － 

部門賞の承認，新体制の承認，活動報告・計画 

（２）⑤ 産業応用部門 

1月15日 2010年度第1回計測制御ネットワーク部会 東芝本社 － 11 

SICE2010 in TAIWAN のOSテーマ検討，2010年度計画について議論． 

1月20日 第1回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 7 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

2月16日 第1回産業応用部門運営委員会 SICE事務局 ― 16 

2011年の運営委員会の体制，2009年の決算および2010年の予算などについて協議した． 

2月19日 流体計測制御部会 東京工業大学 ― 9 

２件の話題提供により情報収集を行うとともに，SICE2010のOS等について協議した． 

2月24日 第2計装技術交流部会 SICE事務局 ― 9 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

3月25日 第3回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 7 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

4月12日 第4回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 7 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

4月15日 2010年度第2回計測制御ネットワーク部会 日立ダイビル － 11 

SICE2010 in TAIWAN のOSを構成するアブストラクトを発表者間で読み合わせて，論文にまとめる論点を整理． 
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5月18日 第２回産業応用部門運営委員会 SICE事務局 ― 9 

部門大会，産業振興活動支援基金の規定改正，SICE50年史などについて協議した． 

5月25日 第5回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 6 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

6月22日 第6回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 11 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

7月9日 第３回産業応用部門運営委員会 SICE事務局 ― 8 

部門大会，ネットワーク部会のIAF協力団体への加盟などについて協議した． 

7月15日 2010年度第3回計測制御ネットワーク部会 東芝本社 － 13 

SICE2010 in TAIWAN のOSを構成する論文を発表者間で読み合わせて，発表内容に含める点を確認，議論．産業応用部

門大会のシンポジウム構成を確認． 

7月27日 第7回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 9 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

8月18日 第8回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 9 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

9月29日 第9回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 7 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

10月8日 第４回産業応用部門運営委員会 SICE事務局 ― 9 

1-9月期決算・10-12月期予算，部門大会の運営，部門賞などについてした． 

10月14日 2010年度第4回計測制御ネットワーク部会 東芝本社 － 11 

産業応用部門大会の発表原案を元に論点，不明点を議論．MOF2010におけるパネルディスカッションの構成について議

論． 

10月25日 第10回計装技術交流部会 SICE事務局 ― 7 

2010年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

11月9日 計測制御エンジニア会 総会 東京工業大学 ― 15 

今後の活動方針決定と，会則変更を行った． 

11月22日 第５回産業応用部門運営委員会 日産本社会議室 － 8 

2011年の運営委員会の体制，部門大会，50周年記念行事などについて協議した． 

12月2日 第11回計装技術交流部会 (株)日揮本社 － － 
2011年の事業計画を具体的に検討し，分担などを決定した． 

12月8日 2010年度第5回計測制御ネットワーク部会 日立ダイビル ― 8 

産業応用部門大会とMOF2010を総括する．2011年度体制について確認． 

 

（３）支部事業（旧法人 支部関係）  

（３）① 北海道支部 

1月14日 第46回北海道支部総会 北海道大学 ― 6 

1月14日 2010年度第1回北海道支部幹事会 北海道大学 ― 6 

1月14日 2010年度第1回北海道支部評議員会 北海道大学 ― 6 

2月22日 2010年度第2回北海道支部評議員会 北海道大学 ― 9 

11月26日 2010年度第2回北海道支部幹事会 北海道大学 ― 6 

（３）② 東北支部 

1月25日 支部総会 東北大学 ― 8 

1月25日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 7 

4月23日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 7 

5月18日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 5 

6月9日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 4 

9月16日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 8 

10月6日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 7 

11月11日 支部運営専門委員会 東北大学 ― 5 

12月16日   支部運営専門委員会 東北大学 ― 5 

12月23日 支部役員・評議員・運営専門委員合同委員会 東北大学 ― 9 

（３）③ 中部支部 

1月9日 

 

第41期総会 愛知県産業労働セ

ンタ11階小会議室 

― 50 

前期事業報告，同会計報告，今期事業計画案，同予算案，支部賞授賞式，特別講演 
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1月9日 第１回役員会 愛知県産業労働セ

ンタ11階小会議室 

― 41 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審議 

1月9日 中部支部第41期（平成22年度）支部会員交流会 ス ポ ー ツ バ ー 

DREAMS 

― ― 

中部支部第41期（平成22年度）支部会員交流会 

4月20日 第2回役員会 名古屋工業大学 ― 23 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審議 

7月6日 第3回役員会 名古屋工業大学 ― 19 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審議 

11月18日 第4回役員会 名古屋工業大学 ― ― 

前回議事録の承認，本部関係報告と審議，支部事業関係報告及び研究委員会報告ならびに審議，研究委員会事業／会計

終了報告・中間報告，研究委員会設置申請について，平成21年度事業中間報告，同会計報告，次期役員候補者につい

て，平成22年度事業計画・予算案について，平成22年度総会について 

11月18日 定例評議員会 名古屋工業大学 ― ― 

平成21年度事業中間報告，同会計報告，次期役員候補者について，平成22年度事業計画・予算案について，平成22

年度総会について 

（３）④ 北陸支部 

1月14日 第 13・14 期 新旧合同幹事会ならびに総会・評議委員

会 

金沢都ホテル ― 12 

第 13期の事業・会計・監査報告の審議と，第 14期の事業計画・予算計画の審議，および支部役員・支部評議員の審

議を行った． 

5月15日 第1回北陸支部幹事会 金沢都ホテル ― 7 

支部役員・支部評議委員の名簿確認と，第14期の講演会実施計画・インセンティブプランの計画，支部基金の活用に

ついて審議を行った 

7月3日 第2回北陸支部幹事会 ヴィアイン金沢 ― 7 

奨励賞の選考と，電気関係学会連合大会について審議 

9月11日 第3回北陸支部幹事会 福井工業高等専門

学校 

― 9 

優秀論文賞の選考と，事業の進捗状況と支部協議会の報告，来期の行事計画の審議を行った． 

12月11日 北陸支部運営委員会 ヴィアイン金沢 ― ― 

今期の事業報告案と収支計算書案の審議と，来期の行事計画案・収支予算書案・支部運営委員候補・支部顧問候補の審

議，来期申し送り事項の審議を予定． 

（３）⑤ 関西支部 

1月28日 第1回（新旧合同）支部運営委員会（幹事会） 中央電気倶楽部 ― 29 

関西支部長賞規程の審議・改定，支部会議の準備 

1月28日 支部会議（定時総会） 中央電気倶楽部 ― 41 

2009年度の事業，収支，2010年度の事業計画，収支計画，運営委員選挙結果の報告 

3月25日 第2回支部運営委員会（幹事会） 三菱電機関西支社 ― 18 

支部基金規程の改訂説明，インセンティブプラン・50周年記念事業の対応協議 

7月6日 第3回支部運営委員会（幹事会） 三菱電機関西支社 ― 18 

50周年記念事業の提案内容協議，50周年ロゴの使用，支部発行物への著作権明示の指示 

9月7日 第4回支部運営委員会（幹事会） 三菱電機関西支社 ― 20 

50周年記念事業の準備，支部長賞の選考準備，次期運営委員の選定依頼 

11月11日 

(予定) 

第5回支部運営委員会 三菱電機関西支社 ― ― 

次期運営委員の内定，次年度事業・予算計画，公益法人化に伴う支部規則改訂の審議 

1月6日 

(予定) 

第6回支部運営委員会 三菱電機関西支社 ― ― 

支部長賞の受賞者決定 

（３）⑥ 中国支部 

1月19日 支部総会 岡山大学 ― 20 

2009年度事業報告・収支決算報告，2010年度事業計画・収支予算案について審議し，原案通り承認された． 

1月19日 第1回役員会 岡山大学 ― 16 

2009年度事業報告・収支決算報告，2010年度事業計画・収支予算案等について審議し，原案を決定した． 

5月21日 拡大幹事会 岡山大学 ― 15 

2010年度の事業計画を具体的に検討し，分担等を決定した． 

9月16日 第2回役員会 岡山大学 ― 15 

2010年度ならびに2011年度の事業計画を具体的に検討し，分担等を決定した． 

11月28日 第3回役員会 島根大学 ― 18 

2011年度の事業計画を具体的に検討し，分担等を決定する． 

（３）⑦ 四国支部 
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1月24日 四国支部運営委員会 高知工科大学 ― 8 

4月12日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 4 

5月10日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 4 

7月21日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 4 

8月24日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 4 

10月28日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 3 

11月12日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 4 

12月25日 四国支部運営委員会 阿单高専 ― 5 

（３）⑧ 九州支部 

4月19日 役員会 熊本大学 ― 6 

1. 中間活動報告 

2. 会計報告 

3. 平成22年度事業計画について 

4. 支部協議会の報告 

9月22日 事業委員会 九州工業大学天神

サテライトキャン

パス 

― 8 

学術講演会 プログラム作成 

11月2日 役員会 熊本大学 ― 7 

1. 事業報告 

2. 会計報告 

3. 次期役員候補について 

4. 支部協議会報告 

5. その他 

12月4日 事業委員会 宮崎大学 ― ― 

 

 

 

 

 

 


